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序

文

e

日
本
に
お
け
る
中
国
語
学
習
の
長
い
歴
史

日
中
両
国
の
文
化
は
互

い
に
影
響
、
融
合
し
あ

っ
て
い
る
。
中
国

語
教
育

は
日
本

の
教
育
に
お
い
て
ず

っ
と
重
要
な
地
位
を
占
め
て
き

た
。
琉
球
地
域
を
含
め
て
古
代
日
本
は
す
べ
て
漢
文
化
圏
の
国
家
、

地
域
で
あ
り
、
早

い
時
期
よ
り
漢
字
が
使
用
さ
れ
、
現
在
も
漢
字
か

な

の
混
清
文
を
使
用
し
て
い
る
。
日
本
語

の
語
彙
、
音
声
は
、
現
在

も
中
国
語
の
字
句
や
音
声
の
影
響
を
大

い
に
留
め
て
い
る
。
日
本
に

お
け
る
漢
文
化

の
形
成
と
発
展
、
漢
字

の
使
用
は
、
日
本
人
が
中
国

の
言
語

文
字
を
学
ん
で
き
た
歴
史
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

『古
事
記
』

の
記
述
に
よ
る
と
、
応
神
天
皇

一
五
年

(二
八
四
)
、

百
済
か
ら
日
本
に
渡

っ
た
阿
直
岐

が
、
稚
郎
子
皇
子

の
漢
籍
学
習

に
、
王
仁
を
推
挙
し
た
と
さ
れ
る
。
翌
年
王
仁
は

『論
語
』
十
巻
と

『千
字
文
』

一
巻
を
も
た
ら
し
た

[程
相
文

二
〇
〇

一
]
。
研
究

に

よ
る
と
、
『史
記
』
は
六
〇
〇
～
六
〇
四
年

に
日
本
に
伝
え
ら
れ
、

重
要
な
教
科
書
と
な

っ
た
。
古
代

に
は
宮
廷
教
育

の
教
科
書
で
あ

り
、
中
世
以
降
は
中
間
層

の
漢
学
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
教
科
書

で
あ
り
、
明
治
時
代
か
ら
は
漢
学
教
育
を
普

及
す
る
た
め
の
教
科
書

で
あ

り
、
数
多

く

の
漢
学
人
材

を
養
成

す

る

の
に
用

い
ら

れ
た

[魏

二
〇
〇
三
]。
平
安
時
代
、
朝
廷
は
中
国

の
大
学

に
類
似
し
た

朝
廷
官
僚
を
養
成
す
る

「大
学
寮
」
を
京
都

に
設
立
し
、
大
学
寮

の

「明
経
」

「紀
伝
」
の
二
つ
の
科
で
は
儒
家
の

「五
経
」
お
よ
び

『史

記
』
等
史
伝
書

を
教
材

に
定
め
、
教
材
は
す

べ
て
訓
読

さ
れ
た
。
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「大
学
寮

」
以
外

の
官
営
学
校
も
、
訓
読
さ
れ
た
儒
家
経
典
を
主
な

教
科
書

と
し
た
。
江
戸
時
代
、
儒
学
が
公
式

の
正
統
思
想

に
格
上
げ

さ
れ
た
後

は
、
儒
学
教
育
は
官
僚
教
育
か
ら
す
べ
て
の
武
家
、
平
民

に
対
す

る
教
育

へ
と
広
ま

っ
た
。
当
時
、
各
地
の
教
育
機
関
は
、
武

家

の
子
弟

の
み
を
受
け
入
れ
る
官
営
学
校
で
あ
れ
、
寺
院
が
運
営
す

る

「寺

子
屋
」

の
よ
う
な

一
般
の
平
民
子
女
が
学
ぶ
民
間

の
私
塾
で

あ
れ
、
少
人
数
が
出
資
し
営
む
私
塾

で
あ
れ
、

一
律

に

『
論
語
』

『千
字
文
』
『孟
子
』
『大
学
』
『中
庸
』
等
の
儒
家
経
典
を
必
読
教
材

と
し
て

い
た
。
今
日
に
い
た
る
ま

で
、
中
国
儒
学
お
よ
び
文
学
古
典

作

品

は

一
貫

し

て
中
学

・
高

校

の
必

修
教

材

と

さ
れ

て
き
た

[胡

二
〇
〇
二
]
。

つ
ま

り
、
日
本

の
漢
学
研
究

の
歴
史
は
長
く
、
学
習
者

の
数
も
多

く
、
大
量

の
翻
訳
作
品
や
研
究
論
文
が
生
み
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

中
国
の
古
典
書
籍
が
日
本
に
伝
わ
り
、
日
本

で
発
明
さ
れ
た
訓
読
形

式

の
中
国
古
典
や
そ
れ
に
関
す
る
辞
書

の
編
纂
は
、
日
本

で
漢
文
が

学
習
さ

れ
た
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。

口

白
話
口
語
を
中
心
と
す
る
中
国
語
学
習
の
始
ま
り

長
崎
の

「唐
話
」
と
琉
球
の

「官
話
」

明
末

清
初
期
、
長
崎
を
中
心
と
し
て
、
日
中
の
経
済
文
化
交
流
が

盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
中
国
語

は
日
本
に
広
く
伝
播

し
始
め
、
「唐

話
」
が
形
づ
く
ら
れ
た

(長
崎

一
帯

に
往
来
す
る
の
は
中
国

の
江

漸
、
福

建
等

の
南
方
商
人
で
あ
っ
た
た
め
、
唐
通
事
の
発
音
は
明
ら

か
な
南
方
語
音

で
あ

っ
た
)。
長
崎
通
事

で
あ
っ
た
岡
島
冠
山

(
一

六
七
四
ー

一
七
二
八
)
は
中
国
語
に
精
通
し
た
漢
学
者
で
、
多
く

の

「唐
話
」
入
門
教
材
を
著
し
た
。
『唐
話
纂
要

』
『唐
音
雅
俗
語
類
』

『唐
話
便
用
』
『唐
音
俗
話
問
答
』
『華
音
唐

詩
選
』
で
あ
る
。
彼
は

中
国
文
学

へ
の
造
詣
も
深
く
、
特
に
白
話

小
説
を
愛
読
し
、
『通
俗

忠
義
水
濡
伝
』
『通
俗
三
国
志
』
『通
俗
元
明
清
軍
談
』
等
を
翻
訳
出

版
し
た
。

一
方
、

「官
話
」
は
琉
球
諸
島
を
中
心
に
発
達
し
た
。
『
白
姓
官

話
』
は
琉
球

の
中
国
語
教
材

(官
話
課
本
)

で
、
清
代
に
台
風
に
遭

い
漂
着
し
た
白
瑞
臨
が
乾
隆

一
四
年

(
一
七

四
九
)
に
編
集
し
た
も

の
で
あ
る
。
上
級
向
き
の
教
科
書
と
し
て
当
時

の
琉
球
の
学
習
者
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
後
に

『広
応
官
話
』
『学
官
話
』
『官
話
問

答
便
語
』
も
琉
球

の
中
国
語
教
材
と
な

っ
た

[
張
美
蘭

二
〇
〇

五
]。六
角
恒
広
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本

の
中
国
語
教
育
に
お

い

て
、
江
戸
か
ら
明
治
初
期
の
二
七
〇
余
年
、
官
営
民
営
を
問
わ
ず
、

各
学
校
で
教
え
ら
れ
た
中
国
語
は
基
本
的
に

「唐
通
事
時
代

の
南
京

語
」
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
に
状
況
が
変

化
し
始
め
た
。
同
年
三
月
、
日
本
初

の
駐
華
公
使
が
北
京
に
入
り
、

清
朝
官
僚
界

で
は
す
で
に
北
京
語
使
用
に
改
め
ら
れ
て
い
て
、
各
国

公
使
館
に
は
ど
こ
に
も
純
粋
な
北
京
語
を
学
ぶ
留
学
生
が
い
る
こ
と

を
知
る
こ
と
に
な
り
、
外
務
省
に
対
し
て
中

国
語
学
校
か
ら
学
生
を

北
京

へ
派
遣
し
学
ば
せ
る
よ
う
要
望
が
出

さ
れ
た
。
明
治
九
年
九
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月
、
日
本

の
中
国
語
教
育
は
、
官
か
ら
民

へ
、

北
京
語

へ
と
転
換
し
た
の
で
あ

る
。

同
時
に
南
京
語
か
ら

日

明
治
初
期
の
中
国
語

(北
京
官
話
)
ブ
ー
ム

明
治
維
新
以
後
、
日
本
は
積
極
的
に
海
外

へ
の
進
出
を
図
り
、
中

国
と
の
関
係
を
強
化
し
、
大
陸

へ
の
発
展
戦
略
を
と

っ
た
。

一
八
七

一
年
、

日
本
が
主
導
し
清
朝
政
府
と

「修
好
条
約
」
を
締
結
し
、
両

国
は
正
式

に
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
。
通
訳
者
が
差
し
迫

っ
て
必
要

と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
外
務
省

は
初
の
中
国
語
専
門

の
学
校
で
あ
る

「漢
語
学
所
」
(
一
八
七

一
)
を
設
立
し
、
ま
た

一
八
七
三
年
に
設
立

し
た
東
京
外
国
語
学
校
に
お
い
て
も
中
国
語
教
育
を
行

っ
た
。
他
に

も

「日
清
社
」

(
一
八
六
七
)
、

「振
亜
社
」
(
一
八
七
八
)
「興
亜
会

支
那
語

学
校
」
(
一
八
八
〇
)
、
「日
清
貿
易
研
究
所
」
(
一
八
九
〇
)、

「東
亜
同
文
会
」
(
一
八
九
八
)
と
い
っ
た
民
間
の
中
国
語
教
育
機
関

が
相
次

い
で
誕
生
し
た
。
ア
ジ

ア
情
勢
お
よ
び
明
治
政
府
の
政
治
、

外
交

の
動
き
か
ら
、
北
京
官
話
を
学
ぶ
重
要
性
を
見
て
と

っ
た

一
部

の
日
本
人
は
中
国
語
学
習
と
中
国
語
教
育

の
道
に
進

み
、
専
任

の
中

国
語
教
師
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
学
習
、
教
育
の
過
程
で

一
連

の
中

国
語
教
科
書
を
公
刊
し
た
。
ま
さ
に
政
府

の
後
押
し

(中
国
語
教
育

が
政
治
、
外
交
上
必
要
で
あ
っ
た
)
と

こ
れ
ら
中
国
語
学
校

の
影
響

に
よ
り
、
近
代
中
国
語
教
育
は
初
期

の
繁
栄

の
様
相
を
呈
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
明
治
時
代

の
中
国
語
教
育
が
新
た
な
歴
史
的
段
階
に

入

っ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る

[
王
順
洪

一
九
九
九
、

二
〇
〇
三

a

]
。六

角
恒
広

は
日
本

の
近
代
中
国
語
教
育
約
八
〇
年
の
歴
史
を
七

つ

の
時
期
に
区
分
し
て
い
る
。
明
治
時
代
は
五
期
に
分
け
ら
れ

て
い

る
。第

一
期

"
明
治
四
年
(
一
八
七

一
)
～
明
治

一
〇
年
(
一
八
七
七
)、

外
務
省
漢
語
学
所
の
設
立
に
象
徴
さ
れ
る
近
代
中
国
語
教
育
の

初
期
で
、
南
京
語
の
時
期
と
も
言
え
る
。

第

二
期

"
明
治

一
〇
年
(
一
八
七
七
)
～

明
治

一
九
年

(
一
八
八

六
)
、
北
京
官
話

に
移
る
時
期

で
、
中

国

へ
北
京
官
話
研
修
生

を
派
遣
し
、
日
本
軍
が
直
接
中
国
語
教
育

に
干
渉
し
た
。

第
三
期

"
明
治

二
〇
年
(
一
八
八
七
)
～

明
治

二
八
年

(
一
八
九

五
)
、
中
国
語
教
育
が
大
学

の
教
育
課
程
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
軍
事
に
も
利

用
さ
れ
た
。

第
四
期

"
明
治
二
八
年
(
一
八
九
五
)
～

明
治
三
八
年
(
一
九
〇

五
)
、
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争

の
影
響

を
受
け
、
中
国
語
教
育

は
日
本

の
国
内
外
、
官
私
立
学
校
に
広

ま

っ
た
。

第
五
期

"
明
治
三
八
年

(
一
九
〇
五
)
～
大
正
七
年

(
一
九

一
八
)
、

日
本
国
内

の
中
国
語
教
育
は
衰
退
し
た
が
、
中

国
東
北
部

の

「満
鉄
」
関
連

の
日
本
人

へ
の
中
国

語
教
育
が
強

化
さ
れ
た

[王
順
洪

一
九
九
な

。

以
上
か
ら
、
明
治
初
期
の
中
国
語
教
育
は
、
後

に
日
本

に
起
こ
る

第

二
、
第
三
の

「中
国
語
ブ
ー
ム
」
お
よ
び

日
本

の
近
代
中
国
語
教

育

の
方
向
性

に
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
。

つ
ま
り
日
本

の
中
国
語
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教
育
が
政
府
の
支
配
と
影
響
を
直
接
受
け
、
政
治
、
外
交
、
商
業
貿

易
上
の
必
要
性
に
貢
献
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
八
九
四
年

の

日
清
戦
争
以
後
、
日
本
は
中
国

の
領
土
で
あ
る
台
湾
を
占
領
し
、
大

勢

の
日
本
人
が
台
湾

へ
や

っ
て
き
た
。

一
九
〇
五
年

の
日
露
戦
争
で

は
遼
東

半
島
の
支
配
権
を
獲
得
し
、
多
く

の
日
本
人
が
中
国
東
北
地

方

へ
や

っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
中
国
語
を
学
ぶ
日
本
人
は
に
わ
か

に
増
加

し
、
新

た
な
中
国
語
学
校

「善
隣
書
院
」

「東
亜
同
文
書

院
」
が
設
立
さ
れ
、

「東
京
外
国
語
学
校
」
が
復
活
し
、

一
部

の
大

学
や
商

業
学
校
も
中
国
語
課
程
を
開
設
し
た
。
後
続

の

「中
国
語

ブ
ー
ム
」
は
初
期
の

「中
国
語
ブ
ー
ム
」
に
比
べ
、
日
本
政
府

の
対

外
侵
略
主
義

に
利
用
さ
れ
る
と

い
う
性
格
と
特
徴
が

い
っ
そ
う
明
ら

か
な
も

の
で
あ

っ
た

[王
順
洪

二
〇
〇
三
b
]
。

四

近
代
中
国
語
教
育
史
に
関
す
る
研
究

明
治
時
代

の
中
国
語
教
育
史
に
関
し
、
日
本
の
学
者
六
角
恒
広
、

安
藤
彦
太
郎
等
が
論
著
を
発
表
し
、
中
国

の
学
者
王
順
洪

[
一
九
九

九
、
二
〇
〇
三
a
・b
]
、
†
立
強
が
前
後
し
て
両
氏
の
著
作
を
翻
訳

し
、
関
連
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
銭
碗
約

[
二
〇
〇
五
]
は

「近

代
日
本

の
中
国
語
教
育
発
展

の
曲
折
性
」
、
陳
珊
珊

[
二
〇
〇
五
]

は

「『亜
細
亜
言
語
集
』
と

一
九
世
紀

の
日
本
の
中
国
語
教
育
」、
王

澄
華

[
二
〇
〇
六
]

は

「日
訳
漢
語
読
本

『官
話
指
南
』
の
取
材
と

編
集
」

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
、
明
治
時
代
の
中
国
語
教
育

の

歴
史
的
様
相
を
全
面
的

に
明
ら
か
に
し
た
。
本
論
文
で
は
明
治
時
代

の
中
国
語
教
育

の
歴
史
的
特
徴
を
重
点
的

に
分
析
し
、
日
本
で
編
纂

さ
れ
た
中
国
語
教
科
書
の
内
容
上
の
特
徴
と
価
値
を
検
討
す
る
こ
と

に
す
る
。

明
治
時
代
の
中
国
語
教
育

近
代
中
国
語
教
育

の
主
な
特
徴
は
、
現
代
中
国
語

(主
に
口
語
)

教
育

に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
明
治
時
代
初

の
中
国
語
教
育
機
関

「漢
語
学
所
」
設
立
時
に
使
用
さ
れ
た

の
は
、
単
語
を
配
列

し
た

『漢
語
蹉
歩
』
と
手
写
本
に
よ
る

『闇
里
閑

』
『訳
家
必
備
』
等

の
唐

話
教
材

で
あ

っ
た
。
し
か
し
国
際
情
勢

の
変
化

に
伴
い
、
中
国
語
教

育
の
目
的
と
学
習
内
容
に
重
大
な
変
化
が
起

こ
っ
た
。
内
容
は
古
典

文
語
か
ら
白
話
中
心
と
な
り
、
口
語
は
南
京
語
か
ら
北
京
官
話

へ
と

転
向
し
た
。
ま
た
、
価
値
基
準
は
文
化
的
意
義
か
ら
主
に
実
用
性
を

求
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
中
国
語
は
中
国
を
学
ぶ
た
め
の
媒
介
か
ら

中
国
侵
略

の
た
め
の
道
具
と
な

っ
た
の
で
あ

る

[王
順
洪

一
九
九

九
]
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
北
京
官
話
教
育

に
適
し
た
新
教
材
が

現
れ
、
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
現
代
的
意
義
を
持

つ
中
国
語
教
育

の

始
ま
り
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
明
治
時
代
の
北
京
語
教
材
か
ら
、

こ
の
時
期

の
中
国
語
教

育

の
概
況
を
分
析
す
る
。
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H

北
京
官
話
教
育
の
た
め
の
新
た
な
中
国
語
教
材

北

京

官

話

の
教

育

の
た

め

に

ど

の
よ

う

な

教

材

が
使

用

さ

れ

た

の

か

。

四

つ
に
分

類

し

以

下

に
述

べ

て

い
く

。

ω

既

存

の

教

材

の
利

用

当

時

の
第

二
言

語

と

し

て

の
北

京

語

口

語

学

習

教

材

に

、

英

国

駐

北

京

公

使

ウ

エ
ー

ド

(
一
八

一
八

-

一
八

九

五

)

が
外

交

秘

書

官

在

任

中

に

著

し

た

『
語

言

自

通

集

』

(fl
P
rog
ressiv
e
C
o
u
rse
D
esig
n
ed

to
A
ssist
th
e
S
tu
d
e
n
t
of
C
o
lloq
u
ia
l
C
h
in
es
e,
a
s
Sp
ok
e
n
in
th
e
C
ap
ita
l

a
n
d
th
e
M

e
trop
o
lita
n
D
ep
a
rtm
e
n
t
)

が

あ

る

。

一
八

六

七

年

に
第

一

版

が
出

版

さ

れ

、

一
八

八

六

年

に
再

版

、

一
九

〇

三
年

に

は
第

三

版

が
出

さ

れ

た

。

こ

れ

は
英

国

大

使

館

・
領

事

館

の
通

訳

学

習

者

の
た

め

に

編

集

さ

れ

た

も

の

で
、

説

明

、

注

釈

、

訳

文

は

み

な

英

語

で

あ

っ
た

。

内

容

は

「
散

語

」
、

「問

答

」
、

「
談

論

篇

」
、

「
践

約

伝

(チ
o

G
r
ad
u
ate
's
W

o
o
in
g
、

第

二

版

で

付

加

)
」

等

中

国

語

の

会

話

と

練

習

で

あ

っ
た

。

北

京

で

は
外

国

の
大

使

館

員

に

よ

く

用

い
ら

れ

て

い

た
。

明

治

九

年

(
一
八

七

六

)

三
月

、

北

京

官

話

留

学

一
期

生

と

し

て
北

京

に

派

遣

さ

れ

た

中

田

敬

義

は
、

「
北

京

に

来

て

み

た

が

、

語

学

の
教

科

書

は

な

く

、

た

だ

英

国

駐

中

国

公

使

ウ

エ
ー

ド

の
著

作

『
語

言
自

遽

集

』

が

あ

る

の

み

で
あ

っ
た

。

こ

の
本

は

確

か

に
大

変

貴

重

な
本

で
、

価

格

も

か

な

り

高

く

、

買

う

こ
と

が

で

き

な

い
。

そ

こ

で
中

国

の
写

し

屋

に
写

さ

せ

て
、

英

紹

古

と

い
う

名

の
教

師

を

呼

　
　
　

び
、
言
葉
を
学
ん
だ
」
。

こ
の
本
は
日
本

へ
持
ち
帰
ら
れ
、
北
京
官

話

の
教
材
と
な

っ
た
。
『語
言
自
遡
集
』
に
収
録
、
叙
述
さ
れ
て
い

る
の
は
、
正
真
正
銘

の
北
京
官
話

の
口
語
で
あ
り
、
こ
れ
は
南
京
官

話
か
ら
北
京
官
話

へ
の
転
換
期
に
あ

っ
た
日
本

の
中
国
語
教
育
に
最

も
必
要
と
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
東
京
外

国
語
学
校
で
も
、
学
校

所
蔵

の
希
少
な

『語
言
自
遡
集
』
を
学
生
に
す
べ
て
書
き
写
さ
せ
、

そ
れ
を
教
科
書
と
し
て
い
た
。

張
方

[
二
〇
〇
五
]
の
研
究
に
よ
る
と
、

ロ
シ
ア
の
著
名
な
漢
学

者
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
宣
教
師

で
も
あ

る
ー
・
1
・
C
・ポ
ポ
フ

は
、

ロ
シ
ア
駐
北
京
大
使
館
領
事
の
職
務
を
終
え
、

一
九
〇
二
年
辞

職
し
帰
国
後
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
で
教
鞭

を
と

っ
た
。
そ
の
時
彼

も
ウ
エ
ー
ド
の

『語
言
自
遍
集
』
を
中
国
語
専
攻
の

一
、
二
年
次
生

　ヨ
　

の
教
材
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

②

既
存
教
材
を
利
用
し
た
教
材

『語
言
自
遽
集
』

の
影
響
を
受
け
、
日
本

に
お

い
て
も

『語
言
自

遽
集
』
を
抜
粋
し
た
日
本
人
が
中
国
語
を
学
ぶ
た
め
の
中
国
語
教
材

が
次
々
と
出
版
さ
れ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
明
治
期
以
降
の
日
本
人

が
自
ら
翻
訳
編
集
し
た
初
め
て
の
教
材

で
あ

る
広
部
精

『亜
細
亜
言

語
集

支
那
官
話
部
』
(
一
八
七
九
)、
広
部
精

『総
訳
亜
細
亜
言
語

集

支
那
官
話
部
』

(
一
八
八
〇
)
、
興
亜
会
支
那
語
学
校

『新
校

語

言
自
遭
集
』
(
一
八
八
〇
)、
宮
島
九
成

『
参
訂
漢
語
問
答
篇
日
語

解
』
(
一
八
八
〇
)
、
金
子
弥
平
等
が
翻
訳
編
集
し
た

『清
語
階
梯
語

言
自
遡
集
』
(
一
八
八
〇
)
、
福
島
安
正

『
自
遽
集
平
灰
編
四
声
聯

珠
』
(
一
八
八
六
)
等

で
あ
る
。
以
下
、
詳
述
し
て
い
く
。
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『亜
細
亜
言
語
集

支
那
官
話
部
』
は
、
広
部
精

(
一
八
五
四
-

一

九
〇
九

)
が
翻
訳
編
集
し
た
日
本
初

の
北
京
語
を
標
準
語
と
し
た
中

国
語
教

科
書
で
あ
る
。

一
八
七
七
年
か
ら
翻
訳
編
集
を
開
始
し
、

一

八
七
九
年
六
月

に
第

一
版

(小
石
川
清
山
堂
社
)
が
出
版
さ
れ
、
以

後
次
々
と
増
補
改
訂
が
行
わ
れ
、
明
治
時
代
に
最
も
広
く
影
響
を
及

ム　
　

ぼ

し
た
中
国
語
教
科
書
で
あ
る
。

こ
の

『亜
細
亜
言
語
集

支
那
官

話
部
』

(
一
八
九
二
年
再
版
本
)
と

『語
言
自
遽
集
』
(
一
八
八
六
年

再
版
本

)
を
対
比
調
査
し
た
結
果
、

一
部
の
箇
所
に
手
を
入
れ
て
は

い
る
が
、
『亜
細
亜
言
語
集

支
那
官
話
部
』
は
、
基
本
的

に

『語
言

自
遭
集
』

の
内
容
を
す
べ
て
吸
収
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

六
角

[
一
九
九
二
]
は

一
、
二
箇
所
を
手
直
し
し
た
他
は
ほ
と
ん
ど

原
本

の
ま
ま
で
あ
り
、
ま
た

『語
言
自
題
集
』

に
は
な

い
内
容
を
、

ド
イ

ツ

の
通
訳
官

〉
器
筈
丹
氏

の

『通
俗
欧
洲
述
古
新
編
』
か
ら

一

部
採
用

し
て

い
る
こ
と
、
他

に
、
以
前
収
録
し
た
内
容
を

「六
字

話
」
、

「常
言
」
、
「続
常
言
」
と
し
て
本
文
上
欄

に
収
め
て
い
る
こ
と

を
指
摘

し
て
い
る

[王

一
九
九
二
]
。

陳
珊

珊

[
二
〇
〇
五
]
は
対
照
研
究
を
通
し
て
、
『亜
細
亜
言
語

集

支
那
官
話
部
』

の
翻
訳
編
集
の
価
値
は
以
下

の
点
に
あ
る
と
し

た
。①

『
語
言
自
週
集
』

の
価
値
お
よ
び
影
響
を
日
本
人
に
真

に
理
解

さ

せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
く

の
日
本
の
学
者
や
学
生

が

『語
言
自
遡
集
』
と

い
う

「"
支
那
語
時
代
"
当
時
の
文
体

を
用

い
た
教
科
書

の
源
」
で
あ
る
言
語
著
作

に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
北
京
官
話

へ
の
扉
を
開

い
た
こ
と
。

②
よ
り
多
く
の
中
国
語
学
習
者
に
初
め
て
中
国
語
教
科
書

に
お
い

て
音
韻
、
品
詞
区
分
、
量
詞
の
使
用
と

い
っ
た
音
声
、
文
法
面

の
知
識
に
触
れ
さ
せ
、
日
本
の
中
国
語
教
育
が
科
学
的
、
先
進

的
、
機
能
的
な
語
学
教
育
法

へ
と
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
す

こ

と
が
で
き
た
こ
と
。

③
ウ
エ
ー
ド
の
音
声
教
育

の
理
論
と
方
法

を
完
全
に
引
用
し
、
す

べ
て
の
新
出
単
語
に
発
音

の
注
釈
を
加

え
、
カ
タ
カ
ナ
で
読
み

方
を
注
記
し
、
圏
点
で
声
調
を
表
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日

本

の
中
国
語
教
科
書
は
理
論
的
発
音
表
記

の
な
い
時
代
に
終
わ

り
を
告
げ
た
。

④

『語
言
自
遡
集
』
を
取
り
入
れ

「文
法
」
に
重
点
を
置
く
と
同

時
に
、
既
存
教
材

の
各
常
用
語

の
分
類

に
つ
い
て
科
学
的

に
整

理
し
、
日
本
の
中
国
語
教
科
書
に
お
け

る
日
常

の
事
物
に
基
づ

い
て
区
分
さ
れ
た
品
詞
分
類

の
乱
れ
た
状
態
に
初
め
て
メ
ス
を

入
れ
た
こ
と
。

こ
れ
以
後
、
日
本

の
中
国
語
教
科
書
は
規
範
化
、
効
率
化
、
文
法

化
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
『亜
細
亜
言
語
集

支
那
官
話
部
』

の

出
版

は
、
世
界
の
中
国
語
教
育
史
に
輝
か
し

い

一
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
だ

と
い
っ
て
よ
い
。

同
じ
く
広
部
精

の
手
に
よ
る

『総
訳
亜
細

亜
言
語
集

支
那
官
話

部
』

は
、
全
四
巻

で
、

一
八
八
〇
年
、

一
八
八
二
年
に
前
後
し
て
出

版
さ
れ
、
編
集
形
式
は
前
に
中
国
語
を
お
き
、
後
ろ
に
日
本
語
訳
を
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付
け

て

い
る
。
『語
言
自
遭
集
』

の
全
編
を
翻
訳
し
、
内
容
は
中
国

語
発
音

の
日
本
語
表
記
、
「散
語
」
「続
散
語
」

の
中

の
語
句
と
短
文

の
日
本
語

訳
、

「談
論
篇
」
の
全
訳
お
よ
び
語
句
と
短
文

の
日
本
語

訳
で
あ
る
。

興
亜
会

支
那
語
学
校

『新
校

語
言
自
遡
集
』
(
一
八
八
〇
)
は
、

『語
言
自

潭
集
』
か
ら

「散
語

四
〇
章
」
を
取
り
出
し
、
若
干

の
手

を
加

え

て
、

一
冊
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
新
出

の
漢
字

に
は
、
ウ

エ
ー
ド
式

ロ
ー

マ
字
で
発
音
を
記

し
て
い
る
。

宮

島

九
成

『
参
訂
中
国
語
問
答
篇
日
語
解
』
(
一
八
八
〇
)

は

『語
言
自
適
集
』

の

「問
答
篇
」

「談
論
篇
」
を
模
範
と
す
る
が
、
言

葉
の
用

い
方
や
文
の
構
成
を
わ
ず

か
に
変
え
て
い
る
た
め
、
改
作
と

も
言
え

る
。
全

一
〇
三
章
と
し
、
小
さ
な
見
出
し
を
付
け
、
日
本
語

に
翻
訳
し

て
い
る
。

金
子
弥

平
ら

『清
語
階
梯
語
言
自
遭
集
』
(
一
八
八
〇
)
は
、
初

版
本

『語
言
自
適
集
』
に
基
づ
い
て
日
本

で
翻
訳
出
版

さ
れ
た
簡
略

本

で
あ

り
、
原
書

の
漢
字
解
説
部

分
が
削
除
さ

れ
て

い
る

[
六

角

二
〇

〇
〇

"
九
]。

福
島
安

正

『自
遭
集
平
灰
編
四
声
聯
珠
』
(
一
八
八
六
)
は
、
『語

言
自
遭
集

』
の
平
灰
篇

(四
声
)
に
現
れ
る
文
字
を
各
章

の
冒
頭
に

置
き
、
中

国
の
官
制
、
貿
易
、
風
俗
等
に

つ
い
て
問
答

を
展
開
し
た

も
の
で
あ
る
。
書
中
に
山
県
有
朋
の
序
文
を
附
し
、
陸
軍
文
庫
か
ら

出
版

さ
れ
た

[安
藤

一
九
九

一

>>lO
J
°

㈲

日
本
語
翻
訳
を
素
材
と
し
た
教
材

中
田
敬
義
は
、

一
八
七
六
年
、
外
務
省

の
第

一
回
地
方
選
抜
を
経

て
漢
語
学
所
に
入
り
、
北
京
官
話
留
学
生

一
期
生
に
選
ぼ
れ
、

一
八

七
六
年
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
。
北
京
公
使
館

で
北
京
官
話
を
学
ん
だ

彼
は
、
東
京
外
国
語
学
校

の
校
長
渡
部
温
に
委
嘱
さ
れ
、
日
本
語

の

『イ

ソ
ッ
プ
物
語
』
を

『
北
京
官
話
伊
蘇
普
喩
言
』
に
翻
訳
し
た
。

こ
れ
も
明
治
時
代
初
期

の
中
国
語
教
科
書
と
な

っ
た
。

鄭
永
邦
は
北
京
官
話

で
小
幡
篤
次
郎

の
日
本
語
版

『生
産
道
指

南
』
(英
　
a版

T
h
e
C
om
p
en
dium
of
P
olitical
E
conom
y
f
orm
the
L
esson

切
・寒

か
ら
の
翻
訳
)
を
重
訳
し
、
題
名
を

『
生
財
大
道
』
と
改
め
、

光
緒
丁
亥
年

(
一
八
八
七
)
酪
徊
、
黄
裕
寿

、
金
国
瑛

(鄭
永
邦

の

中
国
語
教
師
)
の
序
を
付
け
て
刊
行
し
た
。

教
材
は
物
価
、
工
賃
、

貧
富
論
、
資
本
論
、
租
税
論
、
貸
借
論
、
分

業
論

の
各
章

に
分
か

れ
、
商
業
、
貨
幣
、
対
外
貿
易
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。
論
証
、

説
明
的
文
章

の
翻
訳
作
品
で
あ
る
た
め
、
文

の
構
造
も

『北
京
官
話

伊
蘇
普
喩
言
』
に
比
べ
複
雑
で
豊
か
に
な

っ
て
い
る
。
北
京
口
語
が

ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
た
優
れ
た
教
科
書

の

一
つ
で
あ
る
。

㈲

新
た
に
編
集
さ
れ
た
口
語
教
材

『官
話
指
南
』

(
一
八
八

一
)
は
、
日
本
駐
清
朝
公
使
館

の

「学
生

通
訳
」
呉
啓
太
が
主
と
な
り
、
鄭
永
邦
が
こ
れ
を
補
佐
し
、
中
国
の

文
人
黄
裕
寿
、
金
国
瑛
の
指
導
、
支
持
、
激
励

の
も
と
に
作
成
し
た

も
の
で
、
中
国

へ
の
留
学
者
が
中
国
語
を

学
ぶ
書
物
を

「切
日
用

者
」
(
田
辺
太

一
序
)
の
原
則
に
基
づ
い
て
整
理
編
集
し
た
も
の
で
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あ
る
。
初
稿
を
黄
、
金

の
二
人
が
再
び
審
査
し
定
稿
に
し
た
後
、
東

京

で
印
刷
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
日
本
初

の
北
京
官
話
読
本
の

一
つ

と
な

っ
た
。

王
澄
華

[二
〇
〇
六
]
は
、
最
初

は
大
使
館
、
領
事
館

の
学
生
通

訳
が

こ
の
本

の
主
な
対
象
で
あ

っ
た
が
、
し
ば
ら
く
後
に
日
本
の
公

立
私
立

の
中
国
語
学
校

で
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。

こ
の
本

の
特
徴
は
以
下

の
点
に
あ
る
。

①
巻
頭

の

「凡
例
」
で
は
中
国
語
の
音
韻
分
析
に
力
が
注
が
れ
、

他

に
発
音
特
徴
、
発
音
規
律
、
発
音
練
習
が
あ
り
、
『語
言
自

遭
集
』

の
特
別
規
則
、
学
理
研
究
と
比
較
す
る
と
、
初
学
者
に

と

っ
て
、
簡
潔

で
実
用
的
で
あ
る
と
い
う
優
れ
た
点
を
備
え
て

い
る
。

②
全

四
巻

の
う
ち
、
第

一
巻

「応
対
須
知
」
と
第
三
巻

「使
令
通

話
」
は
、
日
常
会
話
を
重
ん
じ
て
お
り
、
ね
ら
い
が
は
っ
き
り

と

し
て
い
て
実
用
性

が
高

く
、

お
よ
そ
官
庁

で
の
日
常

の
応

対
、
公
館
で
の
や
り
と
り
で
必
要
な
基
本
文
型
と
用
語
が
ほ
と

ん

ど
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

③
第

二
巻

「官
商
吐
属
」
と
第
四
巻

「官
話
問
答
」
で
は
、
前
者

は

ス
ト
ー
リ
i
性

を
持
た
せ
読
む
楽
し

み
を
重
視

し
、
使
用

人
、
そ
の
他
に
仕
事
や
事
務
等
を
指
図
す
る
言
葉
を
、
後
者
は

主

に
通
訳
官

の
外

交
事
務
を
再
び
述

べ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
明

ら

か
に
書
き
こ
と
ば
学
習
の
傾
向
が
強

い
。

『官
話
指
南
』
が
出

版
さ
れ
た
後
、
各
種
改
訂
本
、
注
釈
本
、
翻

訳
本
が
相
次
ぎ
、
六
三
年
間
で
四
五
版
に
達

し
て
い
る
。

『北
京
官
話

談
論
新
篇
』
(
一
八
九
八
年

、
積
嵐
楼
書
屋
発
行
)

は
、
金
国
瑛
が
日
本
滞
在
中
に
、
平
岩
道
知

と
編
集
し
た
教
材

で
、

全
百
篇

で
あ
る
。
主
に
日
常
生
活
、
役
人
や
商
人
の
付
き
合

い
で
用

い
ら
れ
る
も

の
が
中
心
だ
が
、
あ
る
部
分
は
当
時

の
中
国

で
起
き
た

新
た
な
変
化
を
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば
英
語

の
学
習
、
天
津

の
各

国
租
界
、
北
洋
通
商
港
、
新
聞
、
株

の
購
入
、
外
国
語
書
籍

の
翻
訳

(兵
器
製
造

に
関
す
る
書
籍
)、
鉄
道
敷
設
、
鉱
業

の
創
業
、
上
海
の

繁
栄
、
戸
部

の
株
発
行
、
新
法
研
究
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
内
容
は

依
然
と
し
て
貿
易
等

に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

『華
語
蹉
歩
』
(
一
八
九
〇
)
は
御
幡
雅
文

の
中
国
語
教
材

の
代
表

作
で
あ
る
。
御
幡
は

一
八
七
九
年
、
陸
軍
参
謀
本
部

に
よ
っ
て
東
京

外
国
語
学
校
か
ら
選
ば
れ
、
北
京
に
派
遣
さ
れ
て
北
京
官
話
を
学
ん

だ
。
帰
国
後
は
軍

の
中
国
語
教
官
と
な
り
、
広
範
な
影
響
力
を
も

つ

中
国
語
教
科
書
や
辞
書
を
編
集
し
た
。
『濾
語
便
商
』
(
一
八
九

二
)、

『濾
語
便
商
意
解
』
(
一
八
九
二
)、
『渥
語
津
梁
』
、
『官
商
須
知
文
案

啓
蒙
』
(
一
八
九
二
)
、
『生
意
集
話
』
(
一
八
九
二
)、
『台
湾
土
語
読

本
』

(
一
八
九
七
)
等
で
あ
る
。

ハ
ら
　

『官
話
急
就
篇
』
(
一
九
〇
四
)
は
宮
島
大
八
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た

問
答
形
式

の
教
科
書

で
あ
る
。
そ

の
内
容

は

「名
辞
」
「問
答
之

上
」
「問
答
之
中
」
「問
答
之
下
」

「散
語
」

で
あ
る
。
宮
島
は
中
国

に
七
年
も
の
間
留
学
し
、
後
に
中
国
語
教
育
事
業
に
携
わ

っ
た
。
ま

ム
　
　

た
宮
島
と
親
交

の
あ

っ
た
張
廷
彦

に
も

『
家
庭
常

語
』
『
応
酬
須
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知
』
と

い
う
著
作
が
あ
る
。

こ
の
初
級

か
ら
中
級
向
け
の
教
科
書

は
、
後

に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
中
国
語
を
学
ぶ
日
本
人
に
読
ま
れ
た

[
六
角

一
九
九
二

"
=
二
六
]
。

こ
れ
ら
は
日
本

の
中
国
語
教
育

に

長
期
的
か

つ
広
範
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
前
に
も
宮
島
は

『官
話
篇
』
を
編
集
し
'

1
九
O
三
年
善
隣
書
院
か
ら
発
行
し
て
い

る
。
「腔
調
」
「散
語
」
「問
答
」

「議
論
」

の
計
八
部
分
に
わ
た
り
、

彼
が
中
国
留
学
七
年
間
で
マ
ス
タ
ー
し
た
語
句
を
展
開
し
、
と
り
わ

け

「議
論
」
篇
で
は
多
く
の
古
典
や
故
事
等
を
、
北
京
口
語

で
表
現

し
て
い
る
。

『燕
京
婦
語
』
(
一
九
〇
六
年

以
前
)
は
、
北
京
駐
在
の
日
本
人
女

性
が
北
京
語
を
学
ぶ
た
め
の
会
話
教
材
で
あ
る
。
あ
る
程
度

の
身
分

に
あ
る
北
京

の
満
州
族
旗
人
女
性

の
日
常
生
活
を
題
材
と
し
た
上
下

巻
、
全

二
二
課
で
、
上
巻
は

一
～

一
二
課
、
下
巻
は

=
二
～
二
二
課

で
あ
る
。
第

一
～
三
課
の
内
容

は
近
所

の
女
性
同
士

(あ
る
い
は
男

性
と
女
性

)
が
朝
、
昼
、
夜

に
顔
を
合
わ
せ
た
と
き
の
あ
い
さ

つ
と

雑
談
、
第
四
課
と
第
七
～

=

課
は
中
国
人
と
外
国
人

の
初
対
面
、

新
年
、
見
送
り
、
歓
迎
、
宴
会
等

の
場
面

で
の
会
話

(中
国
人
は
満

州
族
の
旗
人
を
指
し
、
外
国
人
は
日
本
人
に
限
ら
れ
る
)
で
あ
る
。

第
五
、

一
二
、

=
二
課
は
親
戚
、
友
人
間

の
訪
問
、
誕
生
祝

い
、
栄

転
祝
い
な
ど
の
会
話
で
あ
る
。
第

一
四
～

二
二
課
は
そ
れ
ぞ
れ
、
布

を
買
う
、
服
を
作
る
、
花
を
植
え
る
、
花
を
買
う
、
掃
除
、
部
屋
を

借
り
る
こ
と
に
は
じ
ま
っ
て
、
仕
立
屋
、
装
身
具
屋
、
管
屋
等
を
呼

ん
で
衣
服
、
箸
や
腕
輪
を
作

っ
た
り
、
螺
鋼
細

工
を
修
理
さ
せ
た
り

す
る
時

の
会
話
で
あ
る

[江
藍
生

一
九
九
四
]。

『官
話
応
酬
新
篇
』
は
渡
俊
治
著
、
東
京
文
求
堂
よ
り

一
九
〇
七

年

に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
著
者
が
保
定

直
隷
師
範
学
堂
で
日
本

語
を
教
え
て
い
た
時
期

(
一
九
〇
ニ
ー

一
九

〇
四
)
に
、
中
国
人
と

接
し
た
経
験
を
基
に
編
集
し
た
も
の
で
、
社

交
上

の
言
葉
に
重
点
を

置
き
、
『語
言
自
遡
集
』

の

「問
答
篇
」
形
式

で
作
ら
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
点
は
、
各
篇
の
最
後
に
日
本
語

の
注
釈
が
豊
富
に
あ
る
点

で
あ
る
。
第

一
、
二
、
三
篇

で
主
に
述
語
を
紹
介
し
、
第
四
、
五
、

六
篇
は

「応
対
問
答
」
上
、
中
、
下
で
、
内
容
は
比
較
的
簡
単
な
会

話
で
、
北
京
口
語
の
入
門
書
と
言
え
る
。
当
時

の
口
語
を
ふ
ん
だ
ん

に
用

い
て
い
る
。

⑤

北
京
官
話
教
材
の
変
遷
と
評
価

以
上
、
北
京
官
話

の
た
め
の
教
材
の
発
展

を
概
観
し
た
。
『語
言

自
遭
集
』
の
学
習
、
模
倣
か
ら
始
ま
り
、
中

国
人
教
師

の
協
力
に
よ

り
北
京
語
教
材
が
編
集
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本

人
学
習
者
向
け
に
日
本

語
の
読

み
方
と
意
味
を
注
記
し
た
教
材

が
編

集
さ
れ
た
。
し
か
し
全

体
的
な
枠
組
み
と
い
う
点
で

『語
言
自
遽
集

』
の
影
響
を
打
破
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が

『官
話
指
南
』
に
な
る
と
変
化

が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

呉
啓
太
、
鄭
永
邦
は

「明
治
十
四
年
十
二
月
」

の

「凡
例
」
全
十
条

の
第

一
条
で
以
下

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「私
は
北
京

で
語
学
を

学
び
、
こ
れ
ま
で
三
年
間
、
先
生

に
就

い
て
指
導
を
受
け
、
徐
々
に

あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
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そ
れ
は
槍
海
の

一
粟

の
よ
う
に
わ
ず
か
な
も
の
で
し
か
な
い
。
こ
こ

に
編
集
し
た

『平
日
課
本
』
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
漏
れ
が
あ

る
。
い
ま
印
刷
製
本
し
、
た
だ
初
学

の
た
め
と
す
る
が
、
識
者

の
笑

い
も
の
に
な
る
こ
と

は
、
免

れ
な

い
と
わ
か

っ
て
い
る
」
。

こ
れ

は
、
呉
啓

太
、
鄭
永
邦

が
北
京

で
学
ん
で
作
り
上
げ

た
も

の
で
、

『平
日
課
本
』
は
す

で
に

『語
言
自
遭
集
』
を
頼
り
に
し
て
い
な
い

こ
と
を
表

明
し
て
い
る
。
「数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
漏
れ
が
あ
る
」

『
平
日
課

本
』

を

「
印
刷
製
本

す
る
」
目
的
は

「
た
だ
初
学

の
た

め
」、
す
な
わ
ち
日
本
語
版
北
京
官
話
教
材

の
不
足
と

い
う
焦
眉

の

急
を
解
決

す
る
た
め
で
あ

る
と
い
う

の
で
あ
る

[王
澄
華

二
〇
〇

六
]。教
材

の
著
者
た
ち
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
中
国

へ
行

っ
て
中
国
語
を
学
ん
だ
経
験
を
持
ち
、
中
国
人
教
師
を

意

の
ま
ま

に
操
る
こ
と
に
長
け
て
お
り
、
自
分
が
学
ん
だ
中
国
語

の

資
料
を
利
用
し
、
手
を
加
え
て
日
本
人
学
習
者
用

の
新
教
材
と
し
た

こ
と
で
あ
る
。

広
部
精

が
最
初
に
学
ん
だ
中
国
語
は
江
漸
音
で
、
彼
の
中
国
語
教

師
で
あ

っ
た
周
幼
梅

は
蘇
州
出
身
で
あ
り
、
葉
松
石
は
漸
江
嘉
興
出

身

で
あ

っ
た
。
『
語
言
自
運
集
』

の
中
国
語

は
北
京
官
話

で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
広
部
は
同
人
社
で
中
国
語
を
教
え
て
い
た
時
期
に
東
京

外
国
語
学

校

へ
行
き
、
そ
こ
で
中
国
語
教
師

の
醇
乃
良
に
つ
い
て
北

京
官
話
を
学
び
、
あ
わ
せ
て

『語
言
自
遭
集
』
を
基
礎
と
し
て
、
北

京
官
話

の
教
科
書
を
編
集
し
た
の
で
あ

っ
た
。
彼

の

『亜
細
亜
語
言

自
遡
集
』
も
醇
乃
良
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

中
田
敬
義
が
翻
訳
し
た

『北
京
官
話
伊
蘇
普
喩
言
』
は
襲
恩
禄

の

協
力
を
得
、
英
紹
古

の
校
閲
を
受
け

(
「二
年
か
か

っ
て
、
幸

い
脱

稿
し
、
私
は
校
正
と
出
版
を
言
い
付
か

っ
た

の
で
、
忙
し
い
中
、
昼

夜
怠
る
こ
と
な
く
、
何
度
も
読

み
返
し
た
」
英
紹
古
ら
の
序
)
出
版

さ
れ
た
。
中
国
人
英
紹
古
、
恩
禄

の
協
力
に
よ
る
産
物
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

『官
話
指
南
』
は
黄
裕
寿
、
金
国
瑛

の
協
力

に
よ
り
、
呉
啓
太
が

鄭
永
邦
の
補
佐
を
受
け

つ
つ
編
纂

し
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
黄
裕

寿
、
金
国
瑛
が
光
緒
七
年
に
記
し
た
序
に
は
、

「わ
れ
わ
れ
は
こ
の

書
を
見
て
深
く
感
動
し
た
。
そ
こ
で
校
閲
し

て
、
序
を
作
り
、
そ
の

顛
末
を
述
べ
る
」
と
あ
る
。

こ
れ
も
日
中
合
作
の
産
物

で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

『北
京
官
話

談
論
新
編
』
は
金
国
瑛
が
日
本
滞
在
中
、
平
岩
道
知

(日
本
参
謀
本
部
か
ら

一
八
七
九
年
中
国

へ
留
学
)
と
と
も
に
編
集

し
た
も
の
で
あ
る
。

『自
遽
集
平
灰
編
四
声
聯
珠
』

(
一
八
八
六
)
は
、
福
島
安
正
が
北

京
で
日
本
公
使
館
武
官
在
任
中

の
二
年
弱

の
間
に
、
英
継
と

い
う
旗

人
の
協
力
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
教
材
は
程
度
こ
そ
異
な
る
が
中

国
語
学
習
上
の
要
求
を

満
た
し
、
ま
さ
に
六
角
恒
広
が
述

べ
て
い
る

よ
う
に
、
「
入
門
書
と

し
て
は
広
部
精
の

『亜
細
亜
言
語
集
』
の
他
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
は

な
い
」

「初
級
入
門
か
ら
中
級
開
始
段
階

で
使
用
す
る

『官
話
急
就

i40



篇
』
の
出
版

は
、
初
学
者

と
教
師

に
ち
ょ
う
ど
合
う
」。
『官
話
指

南
』
『談
論
新
篇
』
は
、

「教
科
書
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
る
が
、
入

門
書
で
は
な
く
、
内
容

は
議
論

で
用

い
る
中
級
程
度

の
言
語

で
あ

る
」
[六

角

一
九
九

二

"
一
五

一
]
。
「『華
語
蹉
歩
』
は
初
級
入
門

か
ら
中
級

で
あ
る
」
[
六
角

一
九
九
二

二

四

一
]。

初
級

の

『
亜
細
亜

言
語
集

』
『華
語
蹉
歩
』
か
ら

『官
話
急
就

篇
』
さ
ら
に
は
中
級

の

『官
話
指
南
』
『談
論
新
篇
』
に
い
た
る
ま

で
、
こ
れ
ら
の
書
物

に
よ

っ
て
日
本
に
中
国
語
が
伝
播
す
る
ス
ピ
ー

ド
が
加
速
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

口

旗
人
が
日
本
の
中
国
語
教
育
に
果
た
し
た
役
割

ω

旧
東
京
外
国
語
学
校

(
一
八
七
三
1

一
八
八
五
)が
招
聴
し
た

中
国
人
北
京
官
話
教
師

清
代
の
中
国
で
、
北
京
官
話
に
最
も
長
け
て
い
た
の
は
旗
人
で
、

旗
人
の
中
国
語
は
し
だ

い
に
北
京
官
話

の
模
範
と
見
な
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
明
治
時
代
に
は
中
国
人
教
師
を
招
く
よ
う
に
な
り
、
ま

ず

一
八
七
六
年
、
旧
東
京
外
国
語
学
校
で
は
旗
人
の
醇
乃
良
を
招
聰

し
、
二
年

(
一
八
七
六

・九

-

一
八
七
八
・七
)
に
わ
た
り
北
京
官
話

を
教
授
さ
せ
た
。
後
任
教
師
は
旗
人
で
あ
る
英
紹
古
の
次
男
、
襲
恩

禄

(
一
七
七
八
・九

-

一
八
八
〇
・九
)
で
、
後
に
察
伯
昂

(
一
八
八

〇
・九
-

一
八
八

一
・
一
〇
)、
関
桂
林

(
一
八
八
二
・五
ー

一
八
八

四
・七
)
、
張
滋
肪

(
一
八
八
二
・五
-

一
八
八
五
・
一
〇
)
と
続

い

た
。
旧
東
京
外
国
語
学
校
は
、
設
立
か
ら
他
校
と
合
併
す
る

一
八
八

二
年
ま
で
、
五
名

の
中
国
人
教
師
を
招
聰
し
北
京
官
話
を
教
授
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

②

新
東
京
外
国
語
学
校
設
立

(
一
八
九
七
)
後
の
北
京
官
話
教
師

最
初

は
旗
人

の
金
国
瑛
で
あ
る
。
金
国
瑛

に
関
し
て
、
六
角
恒
広

は
こ
う
述
べ
て
い
る

[六
角

二
〇
〇
〇

二
二
八
]
。
「金
国
瑛
は
、

号
を
卓
庵
と
言

い
、
英
語
に
堪
能

で
あ
っ
た
。
明
治
三
〇
年

(
一
八

九
七
)
東
京
外
国
語
学
校
設
立
時

か
ら
、
明

治
三
六
年

(
一
九
〇

三
)
ま
で
在
職
し
…
…
明
治
時
代
最
も
慕
わ

れ
た
中
国
人
教
師

で

あ

っ
た
」
。
日
本
滞
在
中
、
金
国
瑛

は
独
自

に

『
北
京
官
話
士
商

　
　
　

便
覧
』
(明
治
三
四
年

〈
一
九
〇
二
〉
)
を
編
集
し
東
京
文
求
堂
書
店

か
ら
発
行
し
、
四
年
後
に
田
中
慶
太
郎
が
そ
の
日
本
語
版
を
翻
訳
出

版
し
た
。
他
に
、
『支
那
交
際
往
来
公
績
』
(
一
九
〇
二
年
初
版
、
翌

年
呉
泰
寿

(呉
啓
太

の
弟
)
が
訓
訳
本
を
出

版
し
た
)、
『北
京
官

話

今
古
奇
観
』
第

一
編

(文
求
堂
、

一
九

〇
四
年
版
)、
第
二
編

(
一
九

=

年
版
)
な
ど
が
あ
る
。

金
国
瑛

の
後
に
は
博
啓
来

(
一
九
〇
三
-

一
九
〇
四
)
、
松
雲
程

(
一
九
〇
四
-

一
九

一
一
)
、
干
沖
漢

(
一
g

o
o
-

一
九
〇
四
)、

バ　
　

長
孝
移

(
一
九
〇

一
ー

一
九
〇
二
)
、
宮
錦
寄

(
一
九
〇
四
-

一
九

バ
　
　

一
一
)
、
張
延
彦

(
一
九
〇
六
-

一
九
〇
九
)
[六
角

一
九
九

二

"

一
六
三
-

一
六
四
]
が
続
く
。
他
に
は
曹
自

元

(
一
八
九
九
ー

一
九

〇
〇
)、
劉
雨
田
ら
の
中
国
語
教
師
が
い
た
。

㈲

北
京
の
日
本
人
留
学
生
が
師
事
し
た
中
国
語
教
師

中
田
敬
義
は

一
八
七
六
年
北
京

に
派
遣
さ
れ
、
公
使
館
で
旗
人
の

明治時代の中国語教育とその特徴141



教
師
英
紹
古

に
北
京
官
話
を
学
ん
だ
。

福
島
安
正
も
北
京

で
日
本
公
使
館
武
官
在
任
中

の
二
年
近
く

の

間
、
旗
人

の
教
師
英
紹
介
に
北
京
官
話
を
学
ん
だ
。

宮
島
大

八
は

一
八
八
七
年
北
京

へ
留
学
し
、
張
裕
釧

(桐
城
派

の

学
者
)

に
七
年
も

の
間
師
事
し
た
。

留
学
生

が
北
京
で
中
国
語
を
学
習
し
た
と

い
う
経
験
は
彼
ら
が
後

に
編
集

し
た
北
京
官
話
教
材
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ

の
意
味

で
、
旗
人
教
師
が
日
本

の
中
国
語
教
育
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た

し
た
と
言

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

■
一

明
治
時
代
の
北
京
語
教
材
の
資
料
的
価
値

教
材

の
資
料
価
値
は
二
つ
に
大
分
で
き
る
。

e

官
話
系
統
の
変
化
を
反
映
す
る
資
料

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
の
は
唐

通
事
が
代

々
伝
授
し
た
南
京
官
話

で
あ

っ
た
。
明
治
四
年

(
一
八
七

〇
)
に
外
務
省
が
設
立

し
た
漢
語
学
所
、
お
よ
び
明
治
六
年

に
設
立

さ
れ
た
東

京
外
国
語
学
校
漢
語
学
科
で
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の

は
、
支
那
語
音
学
を
用

い
た

『三
字
経
』、
単
語
を
並
べ
た
だ
け
の

『漢
語
畦
歩
』
、
手
写
さ
れ
た

『闇
里
闇
』
、
『訳
家
必
備
』
等

で
、
こ

れ
ら
は
み
な
唐
通
事
時
代

の
唐
話
教
材
で
あ
る
。
明
治
七
年
、
イ
ギ

リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
、
日
本
も
公
使
を
中
国
に

駐
在
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
よ
う
や
く
清

朝
の
官
僚
界
で
は
北
京

官
話
が
通
用
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
外
務

省
は
、
欧
米
等

の
慣
例

を
ま
ね
て

「学
生
通
訳
」
を
派
遣
し
、
北
京
官
話
を
学
ば
せ
た
。
日

本
の
中
国
語
学
習
教
材

の
変
化
は
、
中
国
官
僚

の
用
い
る
言
語
系
統

の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は

『
語
言
自
遽
集
』
序
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
内
容
と
も
符
合
す
る
も
の
で
あ
る

[王
順
洪

二
〇

〇
三

a
]
。

口

清
末
民
国
初
期
に
お
け
る
北
京
官
話
の
研
究
資
料

こ
れ
ま
で
初
期

の
北
京
語
研
究
に
用
い
ら

れ
た
材
料
は
、
初
期

の

『
紅
楼
夢
』
、
『児
女
英
雄
伝
』
、
次

に

『
語

言
自
遭
集
』

(
一
八
八

六
)、
小
説

『小
額
』
(
一
九
〇
六
)、
さ
ら

に
続

い
て
老
舎

の

一
九

二
〇
年
以
降

の
作
品
、

一
九

四
〇
年
頃

の
そ

の
他

の
北
京
派
小
説
、

一
九
八
〇
年
以
降

の
王
朔
等

の
作
品
な
ど
で
あ
る
。

一
八
七
〇
～

一

九

一
〇
年
の

『官
話
指
南
』

(
一
八
八

一
)
、
『談
論
新
篇
』

(
一
八
九

八
)、
『燕
京
婦
語
』
(
一
九
〇
六
)
等

一
連

の
北
京
語
学
習
教
材
を

研
究
対
象
と
し
た
者
は
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
北
京
語
研
究

の

最
上
の
素
材
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
価
値

を
見
て
ゆ
く
こ
と
と
し

よ
う
。
ω

豊
富
な
北
京
語
ロ
語
語
彙

『北
京
話
語
詞
匪
釈
』
(
一
九
八
七
)、
『北
京
話
詞
語
』

(二
〇
〇

一
)
等

の
専
門
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
口
語

の
語

は
、
明
治
時
代
の

中
国
語
教
材
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
北
京
語
口
語

t4a



の
特
徴
的

な
語
と
言
え
る
。

中

田
敬
義

の

『伊
蘇
普
喩
言
』

に
は
以
下

の
語
が
見
ら
れ
る
。

　り

　ユ

才
剛

、
抽

冷
子
、
到

了
几
、
多
几

(多
几
血

)、
多
嗜
、
定

規
、

動
不
動
几
的
、
提
溜
、
嗅
拉
、
架
不
住

(経
受
不
住
)
、

簡
直

、
就
結
了
、
騎
角
、
合
式
、
黒
下
、
好
不
好
的
、
耗
子
、

　に
　

ム
け
　

ム
け
　

両
下

里
、
来
着
、
料
信
、
来
不
来
的
、
冷
晧
町
、
溜
打
、
末
末

ムお
　

　め
　

了

几

、
末

末

几

了

、

末

後

、

目

下

、

悠

納

、

奈

因

、

娘

几

椚

、

普

哩

普

几

的

、

礁

礁

、

是

不

是

的

、

他

納

、

下

剰

、

喧

、

左

不

　り
　

過

、
左
近
等

『
北
京

官
話
伊
蘇
普
喩
言
』

に
は
さ
ら

に
特
筆
す

べ
き
点

が
あ

る
。
そ
れ
は
翻
訳
に
注
釈
が
付

い
て
い
る
こ
と
で
、
百
年
前

の
北
京

方
言

の
語
彙
を
理
解
す
る
の
に
大
変
役
立

つ
。
例
え
ば
、

㈲

「接
」
は
、
上
声

で
発
音
し
、
「か
ら
」と

い
う
意
味

で
あ
る
。

「蛇
甦
忘
恩
」

冬
令

一
天
、
太
陽
落
的
時
候
几
、

一
個
郷
下
老

几
接
庄
稼
地
里
回
家
、
在
道
几
上
見

一
個
籠
筥
障
几
底
下
、
有

一
条
将
要
凍
死
的
小
長
虫

几
。
(冬

の
あ
る
日
、
太
陽
が
沈
む

ヘ

へ

頃
、
ひ
と
り
の
田
舎

の
老
人
が
田
畑
か
ら
家

へ
帰
る
途
中
、
道

の
垣
根
の
下
に
、

一
匹
の
凍
え
て
死
に
そ
う
な

ヘ
ビ
を
見

つ
け

た
。
)

『語
言
自
遭
集
』
[
二
〇
〇

二

"
二
〇
七
]
に
も

「接
那
几
到
京
還

有
多
遠

泥
?
」
(そ
こ
か
ら
北
京
ま
で
は
ど
れ
ほ
ど
の
距
離
が
あ
り

ま
す
か
)
と
い
う
用
例
が
あ
り
、
注
釈

は
、

「接
那
几

"
杁
那
几
。

　

ch
ieh
は
、
こ
こ
で
は

"打

の'。"
、
自
、
杁
に
同
じ
」
と
記
し
て

い
る
。
な
お

『亜
細
亜
語
言
自
通
集
』
が

こ
の
く
だ
り
を
引
用
す
る

時

に

「接
」
を
削
除
し
た
の
は
、
広
部
精
が
最
初
の
二
人
の
中
国
語

教
師
の
影
響

(江
漸
方
言
)
を
受
け
た
た
め

で
は
な
い
か
と
見
ら
れ

る
。
編
者
が
手
直
し
し
た
こ
と
に
よ
り

『語

言
自
遭
集
』
に
採
ら
れ

て
い
る
語
彙

に
変
化
の
痕
跡
が
残
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

㈲

「所
」
は
、
「ほ
と
ん
ど
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

「羊
狼
劣
狐
」

就
又
叫
過
狐
狸
来
間
説

"
「我
嗜
里
的
気
、
是

恋
麿
様
的
味
几
?
」
狐
狸
躬
身
領
命
説

、
奴
才
這
両
天
傷
風
、

鼻
子
所
不
行
。
(キ
ツ
ネ
を
呼
ん
で
尋
ね
た
。

「私
の
息
は
、
ど

ん
な
に
お
い
が
す
る
?
」
キ
ッ
ネ
は
体

を
曲
げ

て
、

こ
こ
数
日

風
邪
を
引
い
て
、
鼻
が
ほ
と
ん
ど
利
か
な

い
と
言

っ
た
。
)

「所
」
は
、
副
詞
で
、

「ほ
と
ん
ど
」
と

い
う
意
味

で
あ
る
。
『北

京
官
話
伊
蘇
普
喩
言
』

の
中
に
四
例
、
『談
論

新
篇
』

に

一
例
、
『官

話
指
南
』
に
九
例
、
『語
言
自
通
集
』
に
四
例
あ

る
。
ウ

エ
ー
ド
は

引
用
文
に
注
釈
を
加
え
て
、
「我
好
些
天
総
没
看
書
、
『通
鑑
』
是
差

不
多
忘
了
、
那

『漢
書
』
所
全
忘
了
」
(私

は
何
日
も
本
を
読
ん
で

い
な
い
の
で
、
『通
鑑
』
は
お
お
か
た
忘
れ

て
し
ま

っ
た
し
、
『漢

書
』
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま

っ
た
)
。
注

"
所
全
忘
了
、
ほ
と
ん

ど
忘
れ

て
し

ま

っ
た
。
所

8

は
、

こ
こ

で
は

"
全

∩ゲ
.ρ
碧
"
(全

部
、
す

べ
て
み
な
)
の
よ
う
に
言
葉

の
意
味

を
強
め
る
語
で
あ
る
。

こ
の
表
現
方
法
は
北
京
語
特
有

の
も
の
で
、
外
国
人
に
は
ほ
と
ん
ど

理
解
で
き
な

い
」
と
記
し
て
い
る

[
威
妥

璃

二
〇
〇

二

"
四
三

二
]
。
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㈲

「吟
什
」
は
呵
欠

(あ
く
び
)

「兎
亀
較
胞
」

打
了
幾
個
吟
什
、
伸
了
幾
回
獺
腰
。
(
い
く

つ

か
あ
く
び
を
し
て
、
何
度
も
背
伸
び
を
し
た
。
)

㈹

「眩
賂
」
の
音
は
学
略
(
に
同
じ
)
、
「観
察
す
る
」
と

い
う
意

味

で
あ
る
。

「鹿
蔵
牛
圏
」

往

四
下
里
眈
賂
、
見
干
草
堆
里
露
着

一
対
鹿
騎

角
尖
几
。

(あ
た
り
を
見
回
す
と
、
干
し
草

の
山

に

一
対

の
シ

カ

の
角
が
あ

っ
た
。
)

「強
中
有
強
」

前
后
左
右

一
眩
賂
、
忽
然
看
見

一
把
鉄
鐘
、

一

直
的
掌
了
。

(前
後
左
右
を
見
回
す
と
、
鉄
の
や
す
り
を
ず

っ

と
握
り
締
め
て
い
た
こ
と
に
ふ
と
気
づ
い
た
。
)

㈲

「膀
」
は
、
音
は
傍
(
に
同
じ
)、
上
声
、
「ほ
ら
を
吹
く
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

「鵠
負
族
多
」

在
棚
子
里
養
活
的
鵠
子
、
自
膀
親
属
係
術
。
在

房
上
落
着
的
老
鵠
対

他
説

"
「胎
、
別
混
膀
這
様
的
事

了
。

…
…
」。

(小
屋

で
飼
わ
れ
て
い
る
ハ
ト
は
、
自
分
は
親
類
だ
と

ほ
ら
を
吹
い
た
。
屋
根
に
止
ま

っ
て
い
た
老

い
た

ハ
ク
チ
ョ
ウ

が
彼
に
言

っ
た
。

「な
に
、
そ
ん
な
で
た
ら
め
を
言

っ
て
は
だ

め
だ
よ
。
......J
)

ω

「掬
」
は
、
音

は
轟

(に
同
じ
)
、
「追

い
払
う
」
と

い
う
意
味

で
あ
る
。

「狼
巧
欺
羊
」

就
把
狗
掬
開
。
後
来
没
了
守
護
的
、
若
許
的
羊

被

狼
吃
的

一
ロバ
也
没
剰
下
。

(犬
を
追

い
払
う
と
、
守

る
も
の

が
い
な
く
な
り
、
た
く
さ
ん

の
ヒ
ツ
ジ
が
オ
オ
カ
ミ
に
食
べ
ら

れ

一
匹
も
残
ら
な
か

っ
た
。
)

㈲

「空
」
は
、
去
声
、
「逆
さ
に
吊
る
」

と
い
う
意
味

で
あ
る
。

「衰
猫
図
鼠
」

(猫
)
後
腿
几
孤
住
倭
処
几
託
板
几
的
昇
子
、

前
腿
几
姑
在
地
下
、
倒
空
着
。
…
…
任

尭
伽

(猫
)
在
這
几
空

到
多
嗜
、
就
是
侮
被
用
干
草
撞
在
箱
子

里
頭
、
伽
構
得
着
的
地

方
、
我
椚

(鼠
)
也
是
不
敢
去
的
。

(
(猫
)
は
後
ろ
足
を
低

い

と

こ
ろ
に
あ
る
敷
板

の
鼻
子

に

つ
か

ま
れ
、
前
足
は
地
面

に

立

っ
て
、
逆
さ
吊
り
に
な

っ
て
い
た
。

…
…
こ
こ
に
い
つ
ま
で

逆
さ
吊
り
に
な
る
の
か
は
き
み

(猫
)
次
第
だ
、
た
と
え
干
し

草
で
箱

の
中

に
押
し
詰
め
ら
れ
て
も
、

き
み
の
手
の
届
く
と
こ

ろ

へ
は
、
ぼ
く
た
ち

(鼠
)
は
行
か
な

い
よ
。
)

㈲

「薇
」
は
、

「折
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

「傷
父
訓
子
」

他
椚
就
毫
不
費
力
、

一
撒
就
掻
折
了
。
(彼
ら

は
ま
っ
た
く
苦
労
す
る
こ
と
な
く
、
折

ろ
う
と
し
た
ら
す
ぐ
に

折
れ
た
。
)

次
に
、
『燕
京
婦
語
』
を
見
る
と
以
下

の

こ
と
ば
が
用

い
ら
れ
て

い
た
。

ムに
　

阿
婿
、
挨
、
打

(従
)
、
多
几
銭
、
信

摸
、
帰
着
東
西
、
就
結

了
、
溜
達
、
娘
几
椚
、
偏
悠
了

(用
餐

比
伽
早
)、
偏
過
了
、

椅
角
、
四
咽
字

(四
個
字
)、

四
咽
月

(四
個
月
)
、
五
畦
大

(五
個
大
)
、
甚
麿
的
、
他
納
。

ま
た
、
『
官
話
指
南
』
に
は
以
下

の
こ
と

ば
が
用

い
ら
れ

て
い

IQI}



る

。

　　
　

不

得

勤

、

布

菜

、

成

衣

舗

、

磁

実

(
壮

実

、

結

実

、

孔

実

)
、

　ね
　

抽
冷
子
、
出
門
子

(出
嫁
)
、
敏
布

(抹
布
)、
得
了
、
灯
虎
、

階
例
例
、
佑
衣
舗
、
嗅
拉
几

("削
昔
晃
"
に
同
じ
)
、
赴
、
康

健
、
苦

力
、
見
天
、
就
手

几

(順
便
)、
狡
情

〔晴
硬
〕
、
温

達
、
磨

(耗
時
)、
磨
不
開

(不
好
意
思
、
拉
不
下
瞼
来
)、
没

落
子

(没
着
落

)
、
娘

几

個
、
湖
茶
、
拾
綴
、
下
剰
、
消
停

バ
れ
　

(安
静
、
清
静
)
、
膜
子
、
銀
号
、
自
各
几
、
喧
、
孔
撞

(勉
強

支
樟
着
)

『参
訂
中
国
語
問
答
篇
日
語
解
』
に
は
、
以
下
の
語
が
あ
る
。

ム
お
　

ム
お
　

　あ
　

祢

咽

、

就

是

了

、

布

(
菜

)
、

冷

孤

丁

、

孔

撞

、

普

里

普

几

、

ムな
　

望
看

『談
論
新
篇
』
(
一
八
九
八
)
に
以
下
の
語
が
見
ら
れ
る
。

ムめ
　

打

吟
恰

、

定

規

、

短

(
少

)
、

就

手

几

、
簡

直

、

解

(従

)
、

教

習

、

濟

対

(
人

を

い

じ

め

る

、

人

に
嫌

が

る

こ

と

を

す

る

、

"槽

党

"

と

も

言

う

)
、

料

佑

、

来

着

、

起

頭

几

、

湖

茶

、

偏

過

了

、

拾

綴

、

望

(前

置

詞

の

場

合

)

鄭

永

邦

『
生

財

大

道

』

(
一
八

八

七

)

に

は

以

下

の
語

が

あ

っ
た

。

抽

冷

子

、

打

、

打

…

里

頭

/

上

、

得

了

(
完

了

)
、

短

、

多

哨

、

到

底

、

定

規

、

鳴

吸

子

(
角

落

)
、

赴

、

帰

斉

、

後

手

几

、

就

是

了

、

就

結

了

、

解

、

拉

倒

、

来

着

、
来

不

来

、

両

下

里

、

末

後

几

、

没

落

子

、

起

、

冷

不

防

、

拾

綴

、

所

(副

詞

の

場

合

、

「
ほ

と

ん

ど

」
、

一
〇

例

あ

り

)
、

書

信

局

、

提

溜

、

下

剰
、
膜
子
、
左
不
過
、
左
不
是
、
左
近

②

清
末
の
北
京
ロ
語
の
特
徴
を
反
映
す

る
豊
富
な
文
型

〔反
復
疑
問
の
文
型
に

つ
い
て
〕

"
V
P

(動
詞
)
不
V
P

(動
詞
)
"
あ
る

い
は
ま
れ
に

"
V
P
+

0

(目
的
語
)
不
V
P
O

(目
的
語
)
"
と

い
う
疑
問
文

の
他

に
、

さ
ら
に

"
V
P
+
0
+
不
+
V
P
?
"
、
"有

+
0
+
没
有
?
"
と

い

う
文
型
は
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
"
V
P
不

V
P
O
"
と
い
う
疑
問

文
は
な
い
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

ω

伽
知
道
獅
子
的
洞
不
知
道
?
知
道
伽
是
這
麿
様
不
是
?
(『北

京
官
話
伊
蘇
普
喩
言
』
)

②

悠
看
這
前
後
的
情
形
、
像
是
有
人
保
進
来
的
不
像
?

(『談

論
新
篇
』
)

⑧

弥
是
給
人
説
合
甚
麿
事
情
来
着
?
告

訴
得
我
告
訴
不
得
?

(『官
話
指
南
』
)

働

那

一
個
封
几
是
四
両
銀
票
不
是
?
他
昇
的
是
江
蘇
的
知
府
不

是
?
他
是
前
几
個
引
見
的
不
是
?

(『燕
京
婦
語
』
)

⑤

我
記
得
武
戯
唱
的
是
幡
桃
会
、
悠
和
記
得
唱
甚
麿
戯
不
記
得

了
?

(『燕
京
婦
語
』
)

朱
徳
煕

[
一
九
九

一
]
は

"
V
O
不

V
"
は
主
に
北
方
方
言

に
見

ら
れ
、
"
V
不
V
O
"
は
主
に
南
方
方
言
に
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
『亜
細
亜
語
言
自
遭
集
』
『伊
蘇
普
喩

言
』
『官
話
指
南
』
『談

論
新
篇
』
『燕
京
婦
語
』
等
に
は
V
不
V
O

の
用
例
は
見
ら
れ
ず
、

北
方
方
言

の
用
法
上

の
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
。
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〔反
復
疑

問
文

H
"V
P

(0
)
没
有
?
"
に
つ
い
て
)

ω

可
不
知
道
也
有
什
麿
内
地
土
貨
出

口
没
有
咤
?

(『談
論
新

篇

』
)

②

託
我
給
請

一
位
先
生
、
不
知
道
悠
意
中
有
合
宜
的
人
没
有
。

(『
談
論
新
篇
』
)

㈹

這

三
十
位
在
股
的
人
、
都
交
出
点
几
銀
子
来
没
有
?
都
還
没

交
出

来
螂
。

(『談
論
新
篇
』
)

ω

像
看
見
獅
子
的
脚
跡
没
有
?
不
知
道
他
的
性
格
也
変
了
没

有

?

(『北
京
官
話
伊
蘇
普
喩
言
』)

㈲

像
買
完
了
東
西
了
没
有
?
二
寄
、
悠
撲
了
没
有
?

(『燕
京

婦
語

』)

明
代

の

"V
P
不
曾
"
か
ら
清
代
の

"
V
P
+
没
有
"
型
の
疑
問

文

へ
移

行
す
る
中

で
、
"
没
有
"
は
主
要
な
否
定
副
詞
と
な

っ
た
。

『官
話
指

南
』

に

一
五
例

(動
詞

"有
"
六
例
、
そ
の
他

の
動
詞
九

例
)、
『談
論
新
篇
』

に

一
九
例

(う
ち

"有
"

=
二
例
)
、
『燕
京
婦

語
』

に
四
例
が
現
れ
る
。
清
代
の

『児
女
英
雄
伝
』
に
は

"V
P
不

曾
"
疑
問
文

(七
例
)
が
ま
だ
な
お
見
ら
れ
る
が
、
明
治
時
代
の
教

材
に
は
も

う
こ
の
形
式

は
現
れ
な
い
。

つ
ま
り

一
九
世
紀
末
か
ら
二

〇
世
紀

初
頭

の
北
京
語
作
品
に
お

い
て
、
否
定
副
詞
は
基
本
的
に

"不
曾
"
か
ら

"
没
有
"

へ
交
替
を
終
え
た
と
言
え
る
。

〔"把
…
給

V
P
"
処
置
文
に
つ
い
て
〕

"把
…
給
V
P
"
の
処
置
文
が
初
め
て
現
れ
た
の
は
清
末

の

『児

ムガ
　

女
英
雄
伝
』
で
あ

っ
た
。
李
偉

[
二
〇
〇
四
]
の
研
究
に
よ
る
と
、

こ
の

"把
…
給
V
P
"
処
置
文
は
北
方
語
の
用
法

で
、
北
京
語

の
中

に
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
"把

…
給
V
P
"

の
発
生
お

よ
び
そ

の
発
展

に
関
し
て
、
石
銃
智

[
二
〇
〇
四
]
、
李
偉

[
二
〇

〇
四
]、
劉
雲

[
二
〇
〇
六
]
が
前
後
し
て
論

じ
た
が
、
分
析
資
料

は
、
劉
雲
が

『語
言
自
遭
集
』
(
一
八
八
六

)、
小
説

『
小
額
』

(
一

九
〇
六
)
を
用
い
た
他

は
、
『
酪
駝
祥
子
』
、
『侯
宝
林
相
声
集
』、

『馬
季
相
声
選
』
、
『編
輯
部
的
故
事
』、
『虎

口
遽
想
-

姜
昆
梁
左

相
声
集

』
、
『
評
書
珈

斎
志

異
』

(
一
九

五

四
)
、
『
京
味

小
説

八

家
』
(
一
九
八
九
)
等
、
ほ
と
ん
ど
が

一
九

二
〇
年
代
以
後
の
も
の
で

あ

っ
た
。

明
治
時
代
の
日
本

の
中
国
語
教
材
は

一
九

世
紀
末
の
北
京
語
材
料

の
空
白
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
我
々
は

こ
の
文
型
の
発
展

の
筋
道
を
は

っ
き
り
と

見
て
と
る
こ
と
が

で
き

る
。
"把
…
給
V
P
"
処
置
文

は

『談
論
新
篇
』
に
六
例
、
『伊
蘇
普

喩
言
』
に
七
例
、
『官
話
指
南
』
に
九
例
、
『
燕
京
婦
語
』
に
四
例
見

ら
れ
る
。
以
下
に
例
示
す
る
。

ω

先
是
南
辺
人
説
話
吾
啄
吾
啄
的
聴
不

明
白
、
把
学
生
更
給
闇

糊
塗
了
。
(『燕
京
婦
語
』
)

②

赴
明
几
悠
先
把
茶
銭
給
阜
過
去
。
(『
燕
京
婦
語
』
)

⑧

上
司

一
礁
不
好
辮
、
就
把
他
的
局
差

給
撤
了
。

(『談
論
新

篇
』
)

働

為
飢
寒
所
迫
、
也
就
把
人
給
濟
対
得
為
非
作
　
了
。
(『談
論

新
篇
』
)
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⑤

叫

一
個
長
虫
把
没
出
窩
几
的
雛
几
給
呑
了
。
(『伊
蘇
普
喩

言
』
)

⑥

一
陣
風
呼
的

一
声
就
把
假
頭
髪
給
刮
胞
了
。

(『伊
蘇
普
喩

言
』
)

ω

不
管
急
麿
様
、
我
求
像
千
万
別
把
這
個
事
給
泄
漏
了
。
這
是

一
件
機
密
的
事
情
。

(『官
話
指
南
』
)

㈹

祢
回
頭
把
我
脱
下
来
的
東
洋
衣
裳
給
畳
起
来
。
(『
官
話
指

南
』
)

働

把
看
地
的
人
給
打
蛸
下
、
硬
把
糧
食
給
槍
了
去
。

(『生
財
大

道
』
)

〔"給
"

の
使
役
文
に
つ
い
て
〕

"
給
"

は
兼
語
文

に
用

い
る
。
"
N
P
l
+
V
l
+
N
P
2

+
V

2
"

の
中

の

"
V
I
"
と
な
り
、
"N
P
2
"
が

"
V
l
"
の
目
的

語
、
"V
2
"

の
主
語
と
な
る
時
に
、
"給
"
は

"与
え
る
"
と
い
う

意
味
か
ら
使
役
動
詞
の
意
味
あ
い
へ
と
変
化
す
る
。
現
在
使
わ
れ
て

い
る

"
叫
、
譲
"
に
類
似
す
る
。
例
え
ば
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

ω

祢
是
説
乖
巧
的
話
給
人
聴
耶
。
(『伊
蘇
普
喩
言
』
)

②

叫
獅
子

一
過
去
、
就
見
過
高
低
几
給
伽
礁
。

(『
伊
蘇
普
喩

言
』
)

③

他
説
完

了
就
把
取
印
子
銭
的
摺
字
掌
出
来
、
給
官
礁
了
。

(『
官
話
指
南
』)

㈲

叫
我
先
把
那
両
部
阜
了
両
套
来
、
給
悠
看
看
。
(『官
話
指

南
』
)

"給
"

あ

っ
た
が
、
『醒
世
姻
縁
伝
』
に
見
ら
れ

[路

清
代
の
新
し
い
用
法
と
言
え
る
。

〔"給
"
"叫
"
の
受
身
文
に
つ
い
て
〕

"給
"
が
受
身
を
表

す

の
は
、
清
末

の
新
し

い
用
法

で
あ
る
。

"
叫
"

の
受
身
文
は
清
末

口
語

に
大

い
に
用

い
ら
れ
る
よ
う

に
な

り
、
こ
れ
ら
の
教
材

で
用
い
ら
れ
た
用
例
は
、

こ
の
特
徴
を
示
し
、

先
行
研
究

の
不
十
分
な
点
を
補

っ
た
。
例
え
ば
以
下

の
よ
う
で
あ

る
。ω

獅
子
猛
然
捧
過
来
、

一
睡
眼
几
的
功

夫
、
(騙
)
就
給
咬
死

了
。

(『伊
蘇
普
喩
言
』
)

②

凡
人
有
不
願
意
人
知
道
的
事
、
若
是
給
他
泄
露
了
、
直
比
当

面
几
罵
他

一
頓
、
他
恨
的
還
利
害
、
所

以
這

一
節
、
不
可
不
慎

重
的
。
(『談
論
新
篇
』
)

⑧

海
是
罪
不
住
的
咽
、
可
怜
郵
、
把
在
這
上
面
走
的
人
椚
全
都

叫
他
害
去
。

(『伊
蘇
普
喩
言
』
)

紛

若
不
然
、
侮
的
嗜
、
早
叫
人
檸
腫
了
。
(『官
話
指
南
』
、
全

四
例
)

⑤

我
給
悠
姐
几
偏
見
見
。
峨
、
我
椚
認
得
畦
。
(『官
話
指
南
』
)

㈲

好
畦
、
明
几
悠
譲
我
姐
姐
給
我
礁
礁
。
(『官
話
指
南
』
)

ti

我
這
几
可
以
先
給
湊
出

一
半
几
的
貨
銀
来
。
(『談
論
新
篇
』
)

⑧

這
個
銀
子
塾
了
有
七
八
個
月
了
也
没
給
我
椚
帰
、
我
椚
也
並

没
催
過
、
這
也
就
恨
有
交
情
了
。
(『談
論
新
篇
』
)

が
使

役
を
表
す
用
法
は
明
末
清
初

期

に
は
ま
だ
少
数

で

二
〇
〇
六

二
二
七
]
、
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㈲

因
為
寡
不
敵
衆
、
倒
叫
賊
把
査
夜
的

一
個
兵
硬
拉
了
走
了
、

走

出
有
七
八
里
地
去
、
才
放
回
来
的
。
(『談
論
新
篇
』
、
全
八

例

)

な
か
で
も

"叫
…
給
V
"
受
身
文
が
現
れ
た
の
は
清
末
受
身
形
の

特
徴
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。

⑥

偏
巧
走
到
大
街
上
、
叫
下
夜
的
兵
給
掌
住
。
(『官
話
指
南
』
)

ω

冷
不
防
還
有
常
叫
他
椚
給
打
敗
了
的
時
候
咤
。
(『
生
財
大

道
』
)

㈹

来
不
来
就
叫
人
把
自
己
終
身
的
家
当
几
給
硬
呑
了
去
了
。

(『
生
財
大
道
』)

⑨

叫

一
個
長
虫
把
没
出
窩
的
雛
几
給
呑
了
。
(『伊
蘇
普
喩
言
』
)

教
材
か
ら
見
た

明
治
時
代
の
中
国
語
教
育
の
特
徴

以
上
、
明
治
時
代

の
中
国
語
教
育
を
教
材
と

い
う
観
点
か
ら
概
観

し
た
。
北
京
官
話

の
需
要
に
伴

い
、
多
く
の
教
材
が
出
版
さ
れ
た
。

そ
の
変

遷
と
資
料
価
値
に
つ
い
て
は
前
章
で
述

べ
て
き
た
。
本
章

で

は
、

こ
う
し
た
教
材
が
生
み
出
さ
れ
た
社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
、
再

び
教
材

の
特
徴
か
ら
明
治
時
代

の
中
国
語
教
育
を
論

じ
た
い
。

ω

低
か

っ
た
中
国
語
教
育

の
位
置
付
け

日
本

の
中
国
語
教
育

は
内
容
面
か
ら
見
る
と
、
明
治
時
代
に
大
き

な
変
化

を
迎
え
た
。

つ
ま
り
古
典
文
語
か
ら
白
話
中
心

へ
、
口
語
は

南
京
語
か
ら
北
京
官
話

へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

教
育
方
法
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
明
治
以
前
に
は
専
門
の
中
国
語

学
校
も
な
く
、
専
任

の
中
国
語
教
師
も
い
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
明

治
維
新
以
後

は
中
国
語
学
校
、
専
任

の
中
国
語
教
師
が
誕
生
す
る
と

い
う
大
き
な
変
化
が
起

こ
っ
た
。
教
材
も
ま

た
し
か
り
で
あ
る
。
当

初

は
唐
通
事
時
代
の
旧
い
教
材
が
引
き
続
き
用

い
ら
れ
た
が
、
明
治

維
新
後
、

一
連
の
北
京
官
話
教
科
書
が
出
版

さ
れ
た
。
し
か
し
日
本

の
官
話
教
育
と
教
材

の
編
集
は
、
明
治
政
府

の
政
治
、
対
華
外
交
政

策

の
動
き
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
教
材
は
体
系
化
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
語
に
は
高

い
地
位
が
与
え
ら
れ
ず
、

大
学
で
学
ぶ
外
国
語
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ

い
専
門
学
校

で
学
ぶ
外
国

語
と
さ
れ
て
い
た
。

「中
国
語
合
格
者
は
、

ほ
と
ん
ど
東
京
外
国
語

学
校
と
上
海
同
文
書
院

の
出
身

で
あ

っ
た
」
[安
藤

一
九
九

一
"

四
]。
②

ビ
ジ
ネ
ス
と
軍
事
に
特
化
さ
れ
た
教

材

安
藤

[
一
九
九

一
]
は
明
治
維
新
の
後
、
中
国
語
は
そ
の
文
化
的

背
景
を
顧
み
る
必
要
の
な
い
、
実
用
会
話
中

心
の

「特
殊
外
国
語
」

(ビ
ジ
ネ

ス
と
軍
事
、

つ
ま
り
商
人
中
国
語
と
兵
隊
中
国
語
)
と
見

な
さ
れ
、
ご
く
わ
ず
か
の
人
が
学
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
。

こ
の
現
象
も
当
時

の
中
国
語
教
育
全
体

の
す
す
む
方
向
性
に
影

響
を
与
え
た
。

教
材
を
見
る
と
、
場
面
は
北
京
官
僚
界
、
宴
会
、
訪
問
、
中
国
人

の
使
用
人
と
の
会
話
等
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
生
活
上
の
付
き
合

い
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で
よ
く
用
い
ら
れ
る
文
型
、
語
彙
を
主
と
し
、
中
級
や
上
級
に
い
た

る
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
挨
拶
や
社
交
会
話

で
あ
る
。
ま
た
主
人
が
使
用

人
に
仕

事
を
言

い
付
け
る
と
き

の
言
葉
、
人
に
仕
事
を
依
頼
す
る
時

の
言
葉

等
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は

一
問

一
答
形
式

で
実
用
的
で
あ
る
反

面
、
中

国
の
伝
統
文
化
、
中
国

の
現
実
社
会
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て

い
な
か

っ
た
。
『談
論
新
篇
』

で
は
近
代
中
国
や
近
代
北
京
に
関
す

る
新
鮮

な
材
料
も
使
わ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
と
て
貿
易
等

の
内

容
に
関

す
る
も
の
で
、
依
然
と

し
て

「商
人
中
国
語
教
材
」

の
域
を

出
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

㈹

出
現
し
な
か

っ
た
斬
新
な
教
材

西
洋

の
著
作
の
日
本
語
翻
訳
を
北
京
官
話
に
翻
訳
し
た
教
材
を
除

け
ば
、
当
時

の
中
国
語
教
材
は
、
基
本
的
に

『語
言
自
遽
集
』
の
様

式
を
引

き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
千
篇

一
律
、
過
度
に
規
格
化
、
単

純
化
さ

れ
た
き
ら
い
が
否
め
な

い
。

注〈1
>

六

角

の
七

区
分

は
、

以

下

に
続

く
。
第

六

期

"
大
正

九

年

(
一

九

一
九
)
～

昭
和
六

年

(
一
九

三

一
)
、

日
本

国

内

と

「満

鉄
」

の
中

国
語
教

育

が
よ
り
発

展

し
た
。

第
七

期

"
昭

和
六

年

(
一
九

三

一
)
～

昭
和

二
〇
年

(
一
九

四
五
)
、

日
本

の
中

国
侵

略
戦

争

の
激
化

に
と

も

な

い
、
中

国
語
教
育

は

い

っ
そ
う
軍

国
主

義

の
道

具

と
な

っ
て

い

っ

た
。

〈2
>

中
田
敬
義

「明
治
初
期
の
支
那
語
」
『中
国
文
学
』
全
第
八
三

号
、
一
九
四
二
年
、掲
載
。
銭
碗
約
[二
〇
〇
五

"
六
九
]
よ
り
引
用
。

〈
3
>

張
方

[二
〇
〇
五

"
二
0

1
]°

〈
4
>

出
版
時
期
と
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

一
巻
は

明
治

一
二
年

(
一
八
七
九
)
六
月
に
出
版
、
副
島
種
臣
が

"善
隣
"

の
二
文
字
を
付
し
、
王
治
本
の
序
と
自
序
、
凡
例
と
五
音
図
と
つ
づ

く
。
本
文
散
語
四
〇
章
、
六
六
頁
、
「散
語
四
〇
章
抄
訳
」
二
〇
頁

を
添
え
る
。
本
文
上
欄
に
六
字
話

=

八
句
、
欧
洲
奇
話

=
二
条
。

第
二
巻
は
明
治

=
二
年

(
一
八
八
〇
)
二
月
に
出
版
、
巻
頭
に
襲
恩

禄
の
序
文
、
つ
づ
い
て
散
語

一
八
章
、
こ
と
わ
ざ
七
条
、
上
欄
に
欧

洲
奇
話
六
条
を
収
録
。
第
三
巻
は
明
治

=
二
年

(
一
八
八
〇
)
三
月

に
出
版
、
中
村
正
直
の
序
文
、
問
答

一
〇
章
、
上
欄
に
欧
洲
奇
話
四

条
を
収
録
。
第
四
巻
は
明
治

=
二
年

(
一
八
八
〇
)
五
月
に
出
版
、

議
論
五
〇
章
、
上
欄
に
欧
洲
奇
話
三
条
、

つ
づ
い
て
こ
と
わ
ざ

一

条
。
第
五
巻
は
明
治

=
二
年

(
一
八
八
〇
)
五
月
に
出
版
、
議
論
五

〇
章
、
上
欄
に
こ
と
わ
ざ
九
条
。
第
六
巻

は
明
治

=
二
年

(
一
八
八

〇
)
八
月
に
出
版
、
発
音
表
記
法
凡
例
四
頁
、
平
灰
編
三
八
頁
、
全

四
二
〇
音
節
に
相
応
す
る
漢
字
を
収
録
。
第
七
巻
は
明
治

=
二
年

(
一
八
八
〇
)
八
月
に
出
版
、
会
話
例

一
五
段
六
二
頁
、
上
欄
に
こ

と
わ
ざ

=

条
。
陳
珊
珊

[
二
〇
〇
五
]
参
照
。

〈5
>

日
本
の
中
国
語
教
育
界
は
、
『官
話
急
就
篇
』
を
第
二
次
世
界

大
戦
前
の
日
本
に
お
け
る
中
国
語
教
科
書

の

"経
典
"
と
評
価
し
、

一
七
〇
回
余
り
重
版
し
た
。
後
に
宮
島
大

八
は

『急
就
篇
総
訳
』

『羅
馬
字
急
就
篇
』
『急
就
篇
発
音
』
『続
急
就
篇
』
を
翻
訳
編
集

し
、
さ
ら
に

『日
華
字
典
』
『時
文
類
纂
』
『支
那
官
話
字
典
』
『支
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那
語
会
話
篇

』
等

を
編

集

し

た
。

王
順

洪

[
二
〇

〇
三

a
]
参

照

。

〈
6
>

張
廷
彦

は
、
日
本

文
部

省

が
招

聰

し

た
支

那
語

学
校

の
中

国

語

教

師

で
、
宮

島
大

八

と
と

も

に
仕
事

し

、
親
交

が

あ

っ
た
。

〈
7
>

『
北
京

官

話

士

商

便

覧

』

上

巻

、

形

式

は

お

よ

そ

『
談

論

新

篇

』
と
同

じ

で
、

口
語

会

話
五

〇
章

か

ら
な

り
、
当

時

の
商
人

、
役

人

が
話
す

よ
う

な
話
題

を

反
映

さ

せ

て

い
る
。

〈
8
>

考

え

う

る

に
、

長

孝

移

は
、

「
張

孝

移

」

で

は

な

い
か

[
六

角

一
九

九

二

二

四

五
]
。

「監

生

、

張
孝

移

、
東

京
外

国

語

学
校

講
師

。
清
国

湖
北

出
身

」
。

〈
9
>

考

え

う

る

に
、

張

延

彦

は
、

「
張

廷

彦

」

で

は
な

い
か

[
六

角

一
九

九

二

二

四

五
]
。

「文

生

員

、
張

廷

彦
、

帝

国
大

学

、
高

等
商
業

学
校
講

師

、
清

国

北
京

出
身

」
。

〈
10
>

『
語
言

自
通

集

』

注

に

「"
綾

剛

ts̀
ai-k
a
n
g
"

と

"剛

綾

す
口
αQ
-

侍ω.巴
"

は
置

き
換

え

ら
れ

る
が
、

"
剛

綾

"

は
時

間

が

よ

り

現
在

に

近

い
場

合

に
用

い
ら

れ

る
」
と

あ

る

(
一
四
〇

頁
)
。

〈
H
>

『語

言
自
遭

集

』

注

に

「
'多

少

銭

to
-
sh
a
o
ch
ìen
"

は
、

北
京

語

で

は
よ

く

"
多

几
銭

亨

.臣

9
、ぎ

"

と

言

う
」

と

あ

る

(
一
八

一
頁
)
。

〈
12
>

"来

着

1
"
"
清
末

期

以
前

は
過

去

を
表

し
、
過
去

の
出
来
事

が

現
在

に
影
響

す
る

こ
と
を

強
調

し
た
l
I
完

成

体
を
表

す

。
あ

る
出

来

事
が
発

生

し

て
間

も
な

い
こ
と
を

表

す
。

"来

着

2
"
"
清

末
期

以

後

は
過
去
を
表
さ
ず
話
し
手
の
主
観
的
な
心
情
を
表
す
1

語
気
を

表

す
。

〈
13

>

『
語

言
自

溜
集

』

注

に

「料

佑

冒
8

ざ

は
、
推

測

、
推

量
。

料

li
ao
は
、
予

測

の
意

味

。

こ
の
語

を
用

い
る

と
き

は
、

ほ
と

ん

ど
が

命

令

願

望

の
語
iYx

(im
p
era
tive
m
o
o
d
)

で
、

"
料

佑

"

の
後

は
常

に

〃着

∩ゴ
o
"

を
続

け

る
」

と

あ

る
。

〈
14

>

『
語

言
自

題

集
』

注

に

「来

k
-来

的

la
i
p
u
la
i
ri
は
、

と
も

す

れ
ば

」

と
あ

る

(
二

五
五

頁
)
。
考

え

う

る

に
、

一
般

に
中
心

と

な

る
動

詞

の
前

に
用

い
動

作

の
方

法

を

表

す
。

「是

不
是

的

、
好

不

好

的

、
動

不
動

几
」

の
用
法

も

こ
れ

に
同

じ
。

〈
15

>

『
語

言
自

遭

集

』

注

に

「末

末

了

几

m
o
o
m
o
o
li
a
o
3-'rh
は
、

最

後

に
。

二

つ
め

の

"末

ヨ
o
"

は
、
少

し
軽

く
読

ま

れ

た
か

も

し

れ

な

い
。

'
}1F
了
几

m
o
li
a
o
-
'rh
"

あ

る

い
は

"末

後

∋
。
ゲ
。
宝
"

と

し

て
も

よ

い
」

と
あ

る

(
一
四

一
頁

)
。

〈
16
>

悠
納

は
、

『官

話

指

南
』

で
は

"
悠

聯

"
、

『
参

訂
中

国

語

問
答

篇

日
語

解
』

で
は

"
侮

噛
"

と
書

か

れ

て

い
る
。

『
北
京

話

詞
語

』

[
X
10

0

1

"
六

三
六

]

に

「
"
悠

哨

"

と

も

す

る
。
三
昌
昌
似

と
も

読

む
。
丁

寧
語

で
、
相

手

に
対

し
尊
敬

、
親

し
み
等

の
意

を
表

す
」

と

あ

る
。

〈
17
>

『
語

言

自

遽

集

』

注

に

「
左

近

tso
c
h
in
は
、

付

近
、

左

門゚・。

は
、

"
左
右

9

峯

"

を
省
略

し
た

も

の
」

と
あ

る

(
四

二
〇

頁

)
。

〈
18
>

那
敢
情

好
悠

再
来

悠
挨
這

几
住

幾

天

(あ

な
た

が
ま

た
来

て

こ

こ
に
数

日
泊

ま

る

こ
と
は
む

ろ
ん
構

い
ま

せ
ん
)
。

『燕

京
婦

語
』

第

五
課
第

六
節

。
周

一
民

[
二
〇
〇

二

二

四
三
]

に
よ
る

と
現
代

北

京

方

言

で
場

所
を

表
す
前

置
詞

は
、

在

、
挨

、
眼

の
三

つ
あ

る
。

〈
19
>

『
北
京
話

詞
語

』

[
X
10
0

1

"
六

三
]

に

「心
苦

し

い
、
気

が

ひ
け

る
、
恥
ず

か
し
く

て
耐

え
が

た

い
」
と

あ

る
。

〈
20
>

『
北

京

話

詞
語

』

[
X
10

0

1

"
二
〇

二
]

に

「ω

完

成

、
竣

工
、
出

来
上

が

る
。
②

よ

い
、

わ

か

っ
た
、

も
う

い
い
。
話

を
終

わ

iso



ら

せ

る
時

に
用

い
る
」

と
あ

る
。

〈
21
>

『
語

言
自

遭

集

』

に

「
膜

㌦
、

石
鹸

、
ブ

タ

の
油

か
ら

抽
出

し

た
。

後

ろ

に
必
ず

"
子

tzu
'"
を
続

け

る
」
と

あ

る

(九
〇

頁
)
。

〈
22
>

『
語

言

自

通
集

』

問

答

章

の
十

に

「請

菜

。
我

可

不
布

、
都

没

外

人
、

自

取

罷
」

(
ど
う

ぞ

お
取

り
下

さ

い
。

見
知

ら

ぬ
人

と

い
う

わ
け

で
は

な

い

の
で
、
私

は
取

り
分

け
ま

せ
ん
か

ら
、
ご

自
身

で
お

取

り
下

さ

い
)

と

あ

る
。

注

に

「布

噌

は
、
取

り

分

け

る

の
意

」

と
あ

る
。

『北

京

話
詞

語
』

[
二
0

0

1

"
七
九

]

に

「布

菜

と

は
、

他

の
人

の
椀

や

皿

に
料

理
を

取

り
分

け
、
配
慮

や
親

し

み
を
表

す

こ

と
」
と

あ

る
。

〈
23
>

『
語

言
自

遽

集

』

注

に

「札
挿

c
h
at
c
h
e
n
g
は
、
努

力

し

て
自

ら
持

ち

こ
た
え

る

こ
と

」
と

あ

る

(
二
四
五
頁

)
。

〈
24
>

『
語

言
自
遽

集

』

注

に

「普
里

普
几

℃
、応
山
も
.̀
P
.島

は
、

す

べ

て
、

一
族

の
意

。
人

や
物

を
指

す
」

と
あ

る

(
二
四
七
頁

)
。

〈
25
>

『
語

言
自

遭

集

』

注

に

「
望

看

w
a
n
g
k
à
n
は
、

"
拝

℃
巴
"

や

"
拝
会

p
ai
h
u
i"

に
比

べ
堅

苦

し
く

な
く

、
自

分

と
同

等

の
人

や
親

し

い
友

人

の
間

や
、

目

上

か
ら

目
下

に
対

し
用

い
る
」

と
あ

る

(
一

五
七
頁

)
。

〈
26
>

『
北
京

話

詞
語

』

[
X
10

0

1

"
1
五
九

]

に

「打

吟
恰

は
、

か

ら

か

っ
て
、
真

面

目

に
事

を
行

わ
な

い
こ
と

」
と

あ

る
。

〈
27
>

李
偉

[
二
〇
〇

四
]

は

『
児

女
英

雄

伝
』

(海

南

出

版
社

、

一

九

九

六
年

、

六

一
万

字

)

に
は

"
給

"

が

一
〇

四
五

回

現

わ

れ

る

が
、

こ

の
種

の

"給

"

は

一
七
例

で
あ

る
と

指
摘

し

た
。
例

え
ば

、

ω
祢

礁
把

個

小
院

子
几

給

搦
満

了
!

(ほ

ら
庭

い

っ
ぱ

い
に
並

べ
た

よ
)

(
二
十

七
回
、

三

九

八
頁
)
。

②
把

個
天

王
殿
穿

堂

門
几

的
要

路

口
几
給
堵
住
了

(天
王
殿
の
門
の
所
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
)
(三
十

八
回
、
六
二
三
頁
)。
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